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史
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史
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参
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一　

福
沢
諭
吉
訳
書
の
原
本
―
序
に
代
え
て

平
成
15
年
６
月
、熊
本
洋
学
校
（
以
後　

洋
学
校
と
略
）
教（

1
（

師
館
（
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
）
に
て
一
冊
の
英
書
を
披
閲
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
驚
い
た
の
は
、
福
沢
諭
吉
の
『
雷
銃
操
法
』
の
訳テ

キ

ス

ト

出
原
本
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
英
国
の
当
時
の
制
式
銃
で
あ
る
先
込
の
エ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ラ
イ
フ
ル
（Enfield�rifle

）
と
、
こ
れ
を
元
込
に
改
造
し
た
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
ナ
イ
ド
ル
（
ス
ナ
イ
ド
ル
は　

こ
の
式
の
元
込
銃
を
発
明
し
たJacob�Snider

に
由
来
）
の
操
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
福
沢
は
ラ
イ
フ
ル
（
施
条
）
銃
を

「
雷ら

い

銃
」
と
訳
し
た
の
で
あ
る
（
但　

蘭
語donder

＝
雷
に
由
来
す
る
「
雷
銃
」
ド
ン
ド
ル
銃
＝
ラ
ッ
パ
銃
と
は
全
く
異
っ
て
い

る
し　

ま
た　

乳
頭
状
の
雷
管
に
着
火
薬
・
ド
ン
ド
ル
を
用
い
た
「
雷
銃
」
で
も
な
い
）。

そ
の
翻
訳
の
経
緯
は
『
福
澤
全
集
』（
明一

八
九
八

治
㉛
年
版
）
巻
一
「
諸
言
」
で
福
沢
自
身
が
語
っ
て
い
る
。「
時
勢
の
必
要
に
投
じ
て
発

売
の
数
、
幾
万
な
る
を
知
ら
ず
」
と
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
に
か
け
て
大
い
に
需
要
が
あ
っ
た
翻
訳
書
で

は
あ
っ
た
が
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
永
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
（『
福

澤
諭
吉
年
鑑
』
34　

’07
年　

拙
論
参
照
）。

こ
の
英
書
の
旧
蔵
者
が
洋
学
校
三
級
生
（
第
三
期9

入
学
生　

当

時
の
呼
称
に
従
っ
て
三
級9

生
と
す
る
）・
坂さ

か
の
う
え
た
け
ま
つ

上
竹
松
（
以
後　

竹

松
と
略
）
で
あ
る
。
洋
学
校
の
場
所
を
示
し
て
お
く
（
次
頁
）。

西
側
に
洋
学
校
、
医
学
校
、
東
側
に
洋
学
校
属
部
、
夷
館
、
病

院
と
あ
り
、
医
学
校
の
南
に
塩
ヤ
マ
チ
と
あ
る
。

こ
の
英
書
の
裏
表
紙
に
は
「bad�book

」
と
墨
書
し
て
あ
る
。

‘INSTRUCTION�OF�MUSKETRY’�
の裏表紙（資料番号№ 2）
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他
の
書
込
み
か
ら
明
治
７
年
６
月
21
日
、
上
図
の
塩
ヤ屋

マ町チ
（
昭

和
40
年　

新
町
二
丁
目
と
な
り
町
名
消
滅
）
で
購
入
、
と
い
う
事

が
判
明
し
て
い
る
。
竹
松
十
三
歳
の
時
で
あ
る
。
購
入
書
店
の
特

定
に
は
至
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
書
が
「
坂
上
竹
松
関
係

資
料
」（
以
後　
「
坂
上
資
料
」
と
略
）
の
一
点
と
し
て
ジ
ェ
ー
ン

ズ
邸
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
坂
上
資
料
」
が
『
熊
本
バ
ン
ド
研
究
』（
昭
和
40
年　

同
志
社

大
学
人
文
科
学
研
究
所
編　

み
す
ず
書
房　

以
後
『
バ
ン
ド
研�

究
』
と
略
）
よ
り
早
く
世
に
出
て
利
用
さ
れ
て
い
た
ら
、
こ
の
書

で
の
教
育
課
程
（
履
修
課
程　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
の
解
明
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
展
開
と
な
っ
た
、
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
竹
松
資
料
」
は
、
花
立
三
郎
（
熊
本
大
学
文
学
部
教
授
）「
熊
本
洋
学
校
」『
隈
本
古
城
史
』
pp.�

419
〜
471
で
洋
学
校
生
徒
の
「
キ

リ
ス
ト
教
へ
の
入
信
」
を
論
考
す
る
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
中
国
版
『
新
約
全
書
』
及
び
、
日
本
語
版
『
真

ま
こ
と
の
か
み
の
お
し
へ
の
よ
ハ
け

神
教
暁
』
の

扉
各
一
点
と
「
英（

2
（

文
数
学
ノ
ー
ト
」
見
開
き
に
し
て
二
ケ
所
が
画
像
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
p.�

460　

但　

こ
の
時
点
で
は
資
料
は
熊

本
県
立
第
一
高
等
学
校　

以
後　

県
立
第
一
高
校
と
略　

蔵
）。
竹
松
は
基
督
教
に
関
心
は
高
か
っ
た
が
入
信
は
し
て
い
な
い
。

そ
の
後
、
⓭平成

平
成

年
４
月
、
石
井
容ま

さ

子
『
熊
本
洋
学
校
教
師Capt.�L.L.�Janes

研
究
―
足
跡
と
功
績
』
で
も
「
坂
上
資
料
」
の
一
部

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

明治初年の古城略図�
（『五高五十年史』昭和14年　p.�60）
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二　
「
坂
上
資
料
」

資
料
の
出
現

県
立
第
一
高
校
社
研
ク
ラ
ブ
研
究
誌
・『
峠
』
第
六
号
（
昭
和
38
年
度
）
に
、
同
校
社
会
科
教
諭
・
三
島
彦
介
氏
の
記
事
と
し
て
、

そ
の
詳
細
が
あ
る
（『
隈
本
古
城
史
』
pp.�

714
〜
716
に
再
録
）。

昭
和
三
十
八
年
秋
十
月
本
校
の
創
立
六
十
周
年
記
念
の
文
化
祭
に
社
研
ク
ラ
ブ
は
洋
学
校
関
係
の
写
真
を
な
ら
べ
た
。
ち
よ
う
ど
石
川
た
か

先
生
と
私
が
展
示
室
に
い
た
と
き
、三
の
十
の
坂（

3
（

上
征
さ
ん
が
、家
に
も
祖
父
が
洋
学
校
の
生
徒
だ
つ
た
の
で
い
ろ
い
ろ
そ
の
時
代
の
本
や
ノ
ー

ト
、
写
真
な
ど
が
あ
る
、
と
話
し
を
し
て
く
れ
た
。
是
非
一
度
見
た
い
と
言
つ
た
所
、
数
日
し
て
白
川
新
聞
付
録
や
ジ
エ
ー
ン
ズ
の
写
真
、
英

語
に
よ
る
数
学
を
毛
筆
で
写
し
た
ノ
ー
ト
な
ど
を
も
つ
て
き
た
。
石
川
先
生
も
私
も
驚
い
た
。
早
速
、
畑
本
先
生
、
野
口
先
生
の
所
へ
、
私
が

も
つ
て
い
つ
た
。
洋
学
校
生
徒
の
学
生
時
代
の
ノ
ー
ト
は
私
も
初
め
て
だ
つ
た
し
、
畑
本
先
生
も
初
め
て
だ
つ
た
。
和
紙
に
も
毛
筆
で
英
文
に

よ
る
数
学
を
き
れ
い
に
書
い
て
あ
る
帳
面
に
は
私
達
み
な
感
激
し
た
。
明
治
維
新
当
時
の
若
人
の
西
洋
文
化
摂
取
の
情
熱
に
心
を
う
た
れ
た
。

九
十
年
前
、
本
校
の
二
段
地
古
城
で
、
勉
強
に
励
ん
だ
若
人
の
息
吹
が
そ
の
ま
ま
よ
み
が
え
つ
て
く
る
よ
う
だ
つ
た
。

―
―
（
中
略
）
―
―

十
月
下
旬
の
月
曜
日
、
私
は
畑
本
先
生
と
坂
上
征
さ
ん
〔
の
〕
お
家
を
上
益
城
郡
の
土
山
に
訪
ね
た
。
立
派
な
文
化
遺
産
を
九
十
年
も
保
存

し
て
下
さ
つ
た
こ
と
が
嬉
し
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
そ
の
他
の
も
の
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
上
、
学
校
の
方
に
お
望
み
で
し

た
ら
寄
贈
し
ま
し
よ
う
と
い
う
お
言
葉
だ
つ
た
。
益
々
私
た
ち
二
人
は
感
激
し
て
帰
つ
た
。

十
一
月
下
旬
の
連
休
の
二
日
目
、
三
の
十
担
任
の
向
井
先
生
と
私
た
ち
三
人
は
再
度
土
山
に
お
伺
い
し
て
、
目
録
に
あ
る
よ
う
な
五
十
四
点
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二
〇

（
そ
の
と
き
は
五
十
二
点
だ
つ
た
が
あ
と
か
ら
二
点
ふ
え
た
。）
を
お
あ
づ
か
り
し
て
帰
っ
た
。

早
速
校
長
先
生
に
お
見
せ
し
た
。
大
し
た
も
の
だ
、
大
し
た
も
の
だ
、
校
長
先
生
も
感
心
さ
れ
た
。
そ
し
て
英
語
で
書
い
た
数
学
の
帳
面
を

ペ
ラ
ペ
ラ
と
読
ん
で
ほ
ん
訳
さ
れ
た
の
に
は
驚
い
た
。「
私
も
学
生
時
代
は
原
書
で
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
ケ
ー
ス
を
作
つ
て
大
切
に

保
存
し
ま
し
よ
う
。
生
徒
た
ち
の
参
考
に
も
供
し
ま
し
よ
う
。」
と
言
わ
れ
た
。

現
在
、
現
物
は
図
書
館
に
お
い
て
あ
る
。
学
校
で
こ
の
よ
う
な
も
の
の
整
理
と
管
理
は
、
普
通
図
書
館
が
し
て
い
る
。
私
が
図
書
部
の
資
料

整
理
係
な
の
で
、
と
く
に
完
全
に
し
た
い
と
思
つ
て
い
る
。

熊
本
洋
学
校
の
歴
史
の
こ
と
は
、
詳
し
く
は
日
本
歴
史
専
攻
の
立
場
で
畑
本
先
生
が
書
か
れ
る
こ
と
と
思
う
の
で
、
こ
こ
で
は
何
も
書
か
な

い
。
洋
学
校
関
係
の
資
料
の
寄
贈
を
う
け
た
い
き
さ
つ
を
簡
単
に
述
べ
た
だ
け
で
あ
る
。
と
く
に
坂
上
征
さ
ん
の
お
母
様
の
坂
上
ヨ
シ
子
さ
ん

の
絶
大
な
御
好
意
の
も
と
に
寄
贈
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

―
―
（
後
略
）
―
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
（『
峠
』
第
六
号
）。

右
の
如
く
、
昭
和
38
年
度
に
五
四
点
、
同
40
年
度
に
十
一
点
、
計
六
五
点
が
坂
上
家
か
ら
県
立
第
一
高
校
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
後
、

熊
本
市
所
管
の
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
に
寄
託
（
年
月
及
び
経
緯
不
詳
）。
平
成
12
年
３
月
末
に
、
こ
の
高
校
か
ら
熊
本
市
へ
寄
託
か
ら
寄

贈
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
い
つ
の
時
点
か
は
定
か
で
な
い
が
貴
重
な
資
料
五
点
が
所
在
不
明
の
ま
ま
、
熊
本
市
蔵
と
な
っ
て
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

資
料
の
リ
ス
ト

坂
上
家
か
ら
県
立
第
一
高
校
に
寄
贈
、
そ
の
後
、
熊
本
市
蔵
と
な
っ
た
竹
松
の
遺
品
等
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
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番号 
（№） 資料名 大きさ

（たて×よこ cm） 頁数 著者等 出版年
1 HOLY�BIBLB 14.3 × 10.3 152 1867
2 Musketry�lnstruction�of�the�Army 18.5 × 12.0 105 1867
3 A�Practical�Arithmetic 18.4 × 11.8 336 G.�P.�Quackenbos 1867
4 The�Cospel�According�to�Saint�Mark 11.0 × 8.0 120 1869
5 The�Cospel�According�to�Saint�John 14.7 × 11.3 199 1873
6 Representative�Covernment 19.0 × 12.5 47 Herbert�Spencer 明治 18
7 The�Elementary�Spelling 17.5 × 10.0 158 N.�Webster 1866
8 The�Peep�of�Day 15.0 × 10.0 205
9

真神教暁
一 菊版 58 丁

10 二 菊版 56 丁 カロザス 明治 6
11 三 菊版 59 丁
12 論語（巻の一、巻の二） 16.0 × 11.0 45 丁 （朱喜集註序説）
13 大日本地理箋 菊版半截 96 丁 （山口屋藤兵衛他） 〃　 7
14 新選幼学便覧 11.0 × 15.5 63 丁  内田尚長 〃　11
15 小学教授書 菊版変 （豊前屋太平他）
16 新約全書（中国語） 8.4 × 14.7 384 1864
17 新約全書（日本語） 14.3 × 10.0 758 明治 18
18 算題一 美濃判紙四ツ折 33 丁＋ 2

竹松の父・右伝（惣次郎）
算術帳面（墨書）

弘化2（11月）
19 算題三 美濃判紙四ツ折 18 〃＋ 2 弘化2（12月）
20 算題 美濃判紙四ツ折 34 〃＋ 2 弘化 2（5 月）
21 算題 美濃判紙二ツ折 20 〃＋ 2 弘化 4（8 月）
22 算題 美濃判紙四ツ折 27 〃＋ 1 弘化4（11月）
23 算数二 美濃判紙四ツ折 36 〃＋ 2 弘化？
24 算数 美濃判紙二ツ折 16 〃＋ 2 弘化？
25 九章解天 美濃判紙四ツ折 38 〃＋ 2 弘化 4（1 月）
26 九章解 美濃判紙二ツ折 13 〃 弘化 3（3 月）
27 図解 美濃判紙四ツ折 20 〃＋ 2 弘化？
28 算術訓道記 美濃判紙二ツ折 12 〃＋ 1 弘化3（10月）
29 （算術） 美濃判紙二ツ折 7 〃 弘化？
30 （算術） 美濃判紙二ツ折 11 〃 弘化？
31 Fractions�and�United�States�Money 美濃判紙四ツ折 83 丁

竹松筆写ノート類（墨書）

32 Denominate�Numbers� 美濃判紙四ツ折 92 丁
㉝ 算数を英語で書いたもの （欠）
34 Definition�of�Mensuration�of�Surfaces�and�Solid 美濃判紙四ツ折 16 丁
35 Aplication�of�Geometry�Mensuration�of�Surfaces 美濃判紙四ツ折 42 丁
36 立方術�Mensuration�of�Solidity 美濃判紙四ツ折 45 丁
37 測量三角術 Trigonometry 美濃判紙四ツ折 150 丁
38 Elementary�Algebra 美濃判紙四ツ折 82 丁
㊴ Problem…… （欠）
40 Notes�for�The�Rule�for�The�Fraction 美濃判紙四ツ折 13 丁
41 28A�Merchant�Failing 美濃判紙四ツ折 32 丁
42 英単語帳 美濃判紙四ツ折
43 英単語帳 美濃判紙四ツ折
44 世界国盡三 美濃判紙二ツ折 22 丁＋ 2

竹松写本

明治 5（2 月）
45 世界国盡五 美濃判紙二ツ折 12 〃＋ 2 〃 5（2 月）
46 腰越状 美濃判紙二ツ折 7 〃＋ 2 〃 3（11 月）
47 歴史綱鑑　Notes 美濃判紙二ツ折 11 〃＋ 2 〃 10
48 熊本城籠城記 半紙二ツ折 10 〃＋ 1 〃 11（5 月）
49 拓心義塾規則 半紙二ツ折 7 〃＋ 2 〃 20（3 月）
50 雑記帳 7.8 × 19.3 55 〃 竹松？ 〃 10（12 月）�

〜 11（2 月）
51 白川新聞第 37 号付録洋学校生徒席順表 41.6 × 28.5 〃 8
� ジェーンズ写真（名刺型上半身） （欠）
� ジェーンズ写真（名刺型顔中心） （欠）
� 坂上竹松の氏子証明の札（木製・手札型） （欠） 明治 6
55 阪上竹松文字綴他前半年卒業証 16.5 × 23.1

洋学校

〃� 6.12.22
56 坂上竹松綴り書他第一周年後半卒業科目試験證 16.5 × 23.1 〃� 7. 7.24
57 坂上竹松第二周前半卒業証 16.4 × 23.2 〃� 7.12.26
58 坂上竹松第二周後半卒業試験之證 16.5 × 22.8 〃� 8. 7.25
59 坂上竹松第三周前半期卒業之證 16.5 × 23.4 〃� 8.12.29
60 阪上竹松第三周後半期卒業之證 16.5 × 23.3 〃� 9. 7.31
61 坂上竹松小学校教授依嘱並びに給与辞令書 24.4 × 31.3

（本文参照）

〃 20. 9. 9
62 坂上竹松依願免職辞令書 19.5 × 27.1 〃 21. 4.28
63 坂上竹松小学校授業嘱託並びに給与辞令書 20.3 × 28.3 〃 21. 8.30
64 坂上竹松給与辞令書 20.6 × 28.3 〃 22. 4. 1

65 坂上竹松辞令書下付通知書並びに辞令書
（封筒）　 23.8 × 9.2

〃 28. 5. 9（通知書）24.6 × 14
（辞令書）20.7 × 28.5

註　�（欠）はジェーンズ邸に収納されていない。No.55 以下は昭和 40 年度寄贈。この表は三島彦介氏作成リスト
とジェーンズ邸収蔵品リストに基いて作成。美濃判紙四ツ折は大略 16 × 21 前後である。No.�2 と 3 は
twelvemo（十二折）の大きさと思われる。
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育
―

一
二
二

三　

稀
覯
書
（
№
１
〜
11
・
16
・
17
）

「
坂
上
資
料
」
の
中
で
竹
松
が
洋
学
校
在
学
中
の
座
右
の
書
を
中
心
に
、
日
本
に
は
殆
ど
現
存
し
な
い
稀
な
書
を
「
資
料
リ
ス
ト
」

№
に
従
っ
て
紹
介
し
て
お
く
。
書
誌
的
要
素
は
先
述
の
リ
ス
ト
に
も
記
載
ず
み
で
あ
る
（
使
用
画
像
で
特
記
の
な
い
も
の
は
熊
本
市

文
化
振
興
課
提
供
）。

№
１
（
扉
）

米
国
聖
書
協
会
版
は
日
本
で
は
他
に
一
本
は
知
ら
れ
て
い
る
。
同
年
刊
のO

xford�

U
niversity�Press

版
は
二
本
は
知
ら
れ
て
い
る
。
左
下
に
十
八
折
（18m

o

）
と
サ

イ
ズ
が
判
る
。

№
２
（
扉
）

「（
英
国
）
陸
軍
小
銃
操
法
教
則
」
と
い
う
べ
き
類
の
も
の
で
陸
軍
総
司
令
部
副
官
部

局
編
。
印
刷
は
政
府
刊
行
物
出
版
局
で
あ
る
。
定
価
の
一
シ
リ
ン
グ
は
、
当
時
の
為
替

相
場
で
二
十
銭
ほ
ど
で
あ
る
。
福
沢
諭
吉
は
幕
末
、
三
・
四
な
い
し
四
・
四
倍
く
ら
い
の

高
値
で
こ
の
古
本
を
、
そ
れ
で
も
安
く
入
手
で
き
た
と
し
て
、『
雷
銃
操
法
』
を
訳
出
、

出
板
、
大
い
に
売
れ
た
の
で
あ
る
（
先
述
「
緒
言
」）。
竹
松
は
十
七
セ
ン
ト
で
購
入
し

た
、
と
記
し
て
い
る
（
定
価
よ
り
廉
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
）。
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一
二
三

筆
者
は
、
そ
の
挿
絵
か
ら
『
雷
銃
操
法
』
の
訳テ

キ

ス

ト

出
原
書
と
判
っ
た
の
で
あ
る
（
数
頁
の
欠
落
が
あ
り　

大
英
図
書
館
に
そ
れ
を
補

う
べ
く
直
ち
に　

複
写
申
込
し
た
が
二
年
後
に
補
う
事
が
で
き　

ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
へ
も
届
け
て
お
い
た
）。

№
３
（
扉
）

日
本
に
他
に
四
本
は
現
存
。
京
都
大
学
に
は
二
本
。
附
属
図
書
館
蔵
の
一
本
は
京
都

帝
国
大
学
設
置
（
明
治
31
年
６
月
18
日　

勅
令
に
よ
る
）
の
際
、
東
京
帝
国
大
学
か
ら

除
籍
移
管
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
中
扉
の
押
印
か
ら
判
明
す
る
。
興
味
深
い
一
本

で
あ
る
。

著
者
・
カ
ッ
ケ
ン
ボ
ス（George�Rayns�Q

uckenbos�1826-1881

）は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
生
れ
の
教
育
家
・
教
科
書
著
作
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
著A

�N
atural�H

istory�;�em
bracing�the�m

ost�recent�

discoveries�in�the�various�branches�of�physics...�N
ew

�Y
ork,�D

.�A
ppleton�&

�Co.,�1859.

は「
カ
ッ
ケ
ン
ボ
ス
の
窮
理
書
」

と
し
て
明
治
初
期
に
、
慶
応
義
塾
、
大
学
南
校
等
、
多
く
の
学
校
で
窮
理
学
（
初
歩
物
理
学
・
自
然
科
学
）
や
英
語
の
教
科
書
と
し

て
大
い
に
使
わ
れ
て
い
た
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
福
沢
諭
吉
は
『
訓
蒙
窮
理
図
解
』
を
著
す
際
に
、
こ
の
書
を
参
考
に
し
た
事

も
ま
た
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

洋
学
校
で
の
算
術
の
教
科
書
は
後
述
の
如
く
、Ray

の
著
作
で
あ
る
か
ら
、
竹
松
は
自
学
用
に
こ
の
カ
ッ
ケ
ン
ボ
ス
の
算
術
書
を

購
入
し
た
の
で
あ
る
。
坂
上
家
に
は
そ
れ
だ
け
の
余
裕
が
あ
っ
た
事
に
な
る
。
日
本
に
数
本
し
か
な
い
本
書
が
竹
松
遺
品
と
し
て
熊

本
に
現
存
す
る
の
は
奇
と
い
う
べ
き
か
。
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一
二
四

№
４
（
扉
）

私
見
で
は
日
本
に
現
存
す
る
の
は
こ
の
一
本
の
み
で
あ
る
。
稀
覯
書
中
の
稀
覯
書
と

い
う
べ
き
か
。
表
紙
は
ロ
イ
ヤ
ル
ブ
ル
ー
の
布
目
紙
に
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
「Gospel�of�

St.�M
ark.

」
と
金
色
文
字
が
プ
レ
ス
印
刷
し
て
あ
る
。
最
終
頁
に
は
鉛
筆
で
「
竹
松
」

と
サ
イ
ン
が
し
て
あ
る
。
二
十
四
折
紙
（24m

o.

）
に
ス
モ
ー
ル
・
パ
イ
カ
（
一
イ
ン

チ
に
十
一
文
字
）、
一
二
〇
頁
の
小
品
で
あ
る
。

№
５
（
扉
他
）

№
４
よ
り
少
し
サ
イ
ズ
は
大
。表
紙
の
色
は
№
４
と
同
じ
。見
開
に
し
て
左
頁
に
は
ロ
ー

マ
字
で
の
和
訳
、
右
頁
は
英
文
。
全
一
九
九
頁
。
日
本
に
は
他
に
三
本
は
現
存
す
る
。

裏
表
紙
ウ
ラ
に
は
「T

o.�M
r.�Sakanoi

」
と
ペ
ン
書
き
の
呈
辞
が
あ
る
。
ジ
ェ
ー
ン

ズ
に
よ
る
も
の
、
と
推
定
さ
れ
る
。
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―

一
二
五

№
６
（
表
紙
題
簽
。
表
紙
は
紺
色
）

扉
は
下
図
の
題
簽
の
下
にFrom

�Essays�M
oral,�Political�and�Esthetic.�T

okio:�Rikugokuw
an,�

book�seller.�1885.�

と
続
く
。

ス
ペ
ン
サ
ー
の
翻
刻
「
代
議
政
体
論
」
で
明
治
18
年
刊
（
四
七
頁
）
で
あ
る
。
翻
刻
は
早
く
も
、
紀
元

二
五
三
八
年
（
西
暦
一
八
七
八
年
・
明
治
11
年
）
に
東
京
大
学
か
ら
出
て
い
る
（
山
下
重
一
「
明
治
初
期

に
お
け
る
ス
ペ
ン
サ
ー
の
受
容
」『
日
本
に
お
け
る
政
治
思
想
』
’76
年　

日
本
政
治
学
会
編　

岩
波
書
店
）。

東
京
大
学
版
は
十
本
以
上
の
現
存
が
知
ら
れ
て
い
る
。
竹
松
旧
蔵
のRikugokuw

an

（
六
合
館
）
版
は
、

私
見
で
は
京
都
大
学
に
一
本
現
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
昭一

九
三
五

和
⓾
年
、
東
京
の
「D

aito�Shobo

」
か
ら
も

翻
刻
出
版
さ
れ
て
い
る
（
二
本
は
現
存
す
る
）。

竹
松
の
、
こ
の
書
の
旧
蔵
は
彼
の
政
治
に
対
す
る
指
向
が
垣
間
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
大
江
義
塾
で
の
徳
富
猪
一
郎
の
言

説
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
お
き
た
い
（
山
下
重
一
「
徳
富
蘇
峰
と
ト
ク
ヴ
ィ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
」『
英
学
史
研
究
』

第
十
五
号　

’82
年　

日
本
英
学
史
学
会
）。

№
７
（
扉
）

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
「
ス
ペ
リ
ン
グ
ブ
ッ
ク
」
と
し
て
知
ら
れ
た
も
の
で
、
十
九
〜
二

十
世
紀
初
期
に
か
け
、
米
国
だ
け
で
七
五
〇
万
部
売
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
竹
松

旧
蔵
本
の
「
序
文
」
に
は
一慶

応

２

八
六
六
年
の
年
紀
が
あ
る
。
米
国
出
版
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
本

（
日
本
で
は
多
く
は
翻
刻
出
版
）
は
日
本
に
数
部
現
存
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
竹
松
旧
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一
二
六

蔵
本
よ
り
古
い
も
の
は
未
見
の
よ
う
で
あ
る
。
珍
ら
し
い
も
の
が
よ
く
ぞ
遺
っ
て
、
ゆ
か
り
の
場
所
に
収
っ
た
も
の
で
あ
る
。

№
８
（
表
紙
ウ
ラ
と
扉
）

こ
の
書
は
子
供
向
け
の
本
の
作
者
で
あ
る
英
国
婦
人
・Favell�Lee�M

ortim
er

（1820-1878
）
が
一天

保

７

八
三
六
年
に
旧
姓
・Bevan

の
名
で
処
女
作
と
し
て
出
版
。
小
さ

な
子
に
基
督
教
を
教
え
込
む
の
に
最
も
よ
い
手
段
と
し
て
の
、
聖
書
に
基
く
お
話
し
、
と

い
う
べ
き
書
と
い
わ
れ
て
い
る
。
全
五
三
レ
ッ
ス
ン
。
そ
のLesson�1.

は
、

O
F�T

H
E�BO

D
Y

.�M
y�dear�children�:—

Y
ou�have�seen�the�sun�in�the�sky.�

W
ho�puts�the�sun�in�the�sky?�

―�God.�Can�you�reach�up�so�high?—
N

o.�W
ho�

holds�up�the�sun�that�it�does�not�fall?—
It�is�God.�God�lives�in�heaven;�

heaven�is�m
uch�higher�than�sun.

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

God�m
ade�every�thing�at�first,�and�God�takes�care�of�every�thing.�God�

m
ade�you,�m

y�little�child,�and�God�takes�care�of�you�alw
ays.　

…
…
…
…
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
蘇
峰
の
い
う
「
子
供

だ
ま
し
と
見
る
べ
き
…
本
」
は
、
こ
の
本
の
事
と
推
察
さ
れ
る
（
後
述
）。
こ
の
本
は
厖
大
に
刊
行
、
四
十
近
い
言
語
に
訳
さ
れ
ト

ラ
ク
ト
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
最
初
に
訳
出
さ
れ
た
の
が
先
述
の
『
真
神
教
暁
』（
全
三
巻
）
で
あ
る
。
訳
者
は
カ
ロ
ザ
ー
ス
（Christpher�

Carrothers,�1839-1921

）
で
、
刊
記
に
は
「
耶
蘇
降
生
千
八
百
七
十
三
年
十
二
月
廿
五
日　

真
神
教
暁　

明
治
六
年
酉
十
二
月
二
十
五
日
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一
二
七

発
兌　

東
京
築
地
六
番　

嘉カ

ロ

ザ

ル

ス

魯
目
耳
士
氏
著
」
と
あ
る
（
巻
之
一
扉
＝
中
表
紙　
『
植
村
正
久
と
其
時
代
』
第
五
巻
p.�

500　

昭
和
13
年　

教
文
館
参
照　

な
お　

カ
ロ
ザ
ー
ス
に
つ
い
て
は
高
橋
俊
明
「
カ
ロ
ザ
ス
の
写
真
と
彼
を
め
ぐ
る
秋
田
の
人
々
」『
英
学
史
研
究
』

第
32
号
’99
年
参
照
）。

明一
九
〇
七

治
㊵
年
12
月
、
荒
細
も
と
子
訳
『PEEP�O

F�D
A

Y

　

暁
天
』（
教
文
館
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
但
、Lesson�3.�O

f�a�

father’s�care

と
最
終
の53.�T

he�Judgm
ent�D

ay

は
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。

Favell�Lee�Bevan
は
一
八
一
四
年
、Revd.�T
hom

as�M
ortim

er

と
結
婚
後
も
、
何
冊
か
の
子
供
向
地
理
書
を
著
し
て
い
る
。

Far�O
ff;�or,�A

ustralia,�A
frica,�and�A

m
erica�described.

（『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
案
内
記
』）Far�

O
ff;�or,�A

sia�described.�N
ear�H

om
e;�or�Europe�described.

等
で
あ
る
。

先
述
の
№
４
・
５
に
つ
い
て
も
少
し
補
っ
て
お
く
。
こ
れ
ら
は
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
生
徒
に
配
り
与
え
た
も
の
と
し
て
よ
い
。
下
村
孝

太
郎
は
「
氏
（
註　

ジ
ェ
ー
ン
ズ
）
は
洋
学
校
を
去
る
前
年
の
冬
に
至
り
聖
書
（
勿
論
英
語
聖
書
に
し
て
四
福
音
書
を
別
々
に
し
た

る
小
本
）
を
配
布
し
、
自
宅
に
て
会
読
を
始
め
た
り
」（
下
村
孝
太
郎
「
ヂ
ヱ
ン
ス
先
生
を
追
懐
す
」『
日
本
ニ

於
ケ
ル
大
尉
ヂ
エ
ン
ス
氏
』

p.�

91　

明
治
27
年　

警
醒
社
）
と
あ
り
、
海
老
名
弾
正
も
「
旧
新
約
聖
書
の
英
訳
を
、
貰
つ
た
の
で
、
土
曜
日
の
夜
、
読
み
に
ヂ
エ
ー

ン
ス
邸
を
訪
れ
た
…
明
治
六
年
の
秋
、
ヂ
エ
ー
ン
ス
は
我
々
の
組
（
註　

二
級
生
）
に
向
ひ
、
聖
書
を
読
み
に
来
い
、
と
勧
め
た
。

尤
も
こ
れ
は
、
上
級
生
に
は
一
年
前
か
ら
行
つ
て
ゐ
た
」（
渡
瀬
常
吉
『
海
老
名
弾
正
先
生
』
p.�

36　

昭
和
13
年　

龍
吟
社
）
と
述

べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

徳
富
蘇
峰
は
「
当
時
長
崎
に
ス
タ
ウ
ト
（
註　

H
enry�Stout

）
と
い
ふ
宣
教
師
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
凡あ

ら
ゆ有

る
聖
書
及
び
ト
ラ

ク
ト
（
基
督
教
宣
伝
の
文
書
）
の
類
を
取
寄
せ
、
そ
れ
を
生
徒
に
分
配
し
た
。
そ
の
中
に
は
支マ

マ那
訳
も
あ
り
、
英
書
は
固
よ
り
旧
約

書
の
話
な
ど
に
は
、
子
供
だ
ま
し
と
見
る
べ
き
、
絵
入
り
の
立
派
な
本
な
ど
も
あ
っ
た
」（『
蘇
峰
自
伝
』
p.�

61　

昭
和
10
年　

中
央



熊
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一
二
八

公
論
社
）
と
記
し
て
い
る
。
杉
井
六
郎
氏
の
労
作
『
徳
富
蘇
峰
の
研
究
』（
’77
年　

法
政
学
出
版
局
）
で
も
、
こ
の
点
に
言
及
論
考

さ
れ
て
い
る
（
同
書　

pp.�

33
〜
34　

p.�

39
）。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
ス
タ
ウ
ト
に
漢
訳
と
日
本
語
訳
の
聖
書
、
讃
美
歌
を
大
量
に
注
文
し

た
…
と
あ
る
が
、
日
本
語
の
新
約
聖
書
の
全
訳
完
成
は
明一

八
七
九

治
⓬
年
11
月
３
日
と
さ
れ
て
お
り
、
ス
タ
ウ
ト
に
注
文
し
た
日
本
語
訳
の

聖
書
と
い
う
の
は
具
体
的
に
は
不
明
で
あ
る
。
或
は
竹
松
旧
蔵
の
№
５
の
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」
の
事
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
若
干
、
ス
タ
ウ
ト
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。H

enry�Stout

（
一天

保

９

八
三
八
〜
一

45

明

治九
一
二
年
）
は
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
イ
州

生
れ
の
、
米
国
オ
ラ
ン
ダ
改
革
教
会
の
宣
教
師
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ベ
ッ
キ
（V

erbeck

）
の
後
任
と
し
て
長
崎
広
運
館
（
前
身
は
済

美
館 

後 

広
運
学
校
→
長
崎
英
学
校
）
の
英
語
教
師
と
し
て
明一

八
六
九

治
２
年
来
日
。
フ
ェ
ル
ベ
ッ
キ
も
同
じ
教
会
の
宣
教
師
で
あ
る
事
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

洋
学
校
に
ジ
ェ
ー
ン
ズ
を
斡
旋
し
た
の
が
フ
ェ
ル
ベ
ッ
キ
で
あ
る
事
は
、
こ
れ
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ス
タ
ウ
ト
は
、
熊
本
に

赴
任
す
る
ジ
ェ
ー
ン
ズ
を
、「
熊
本
に
う
っ
て
つ
け
の
人
」
と
評
し
た
り
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
方
も
ス
タ
ウ
ト
に
、
洋
学
校
で
祈
祷
会

が
開
か
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
熊
本
で
の
様
子
を
知
ら
せ
た
り
し
て
い
る
（
杉
井
pp.�

21
〜
22
）。
明
治
９
年
１
月
末
の
花
岡
山
血
盟

後
の
一
部
の
洋
学
校
生
徒
が
長
崎
の
ス
タ
ウ
ト
の
処
へ
や
っ
て
来
て
い
る
事
も
判
っ
て
い
る
（
杉
井
六
郎
「
長
崎
在
住
宣
教
師
ヘ
ン

リ
ー
・
ス
タ
ウ
ト
の
見
た
熊
本
バ
ン
ド
」『
キ
リ
ス
ト
教
史
学
』
第
二
二
集　

昭
和
45
年　

田
中
啓
介
「
長
崎
に
お
け
る
幕
末
明
治

初
期
の
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
―
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
と
ス
タ
ウ
ト
」『
英
学
史
研
究
』
第
15
号　

’83
年
参
照
）。

ス
タ
ウ
ト
と
洋
学
校
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
崎
弘
道
は
「
…
洋
学
校
に
信
徒
の
起
っ
た
評
判
が
世
間
に
伝
は
る
や
、
第
一
に
来

訪
し
た
の
は
長
崎
に
居
た
英
国
監
督
教
会
の
宣
教
師
モ
ン
ド
レ
ル
（
註　

H
erbert�M

aundrell

）
で
、
彼
は
一
同
に
バ
プ
テ
ス
マ

を
施
し
た
い
と
望
ん
だ
が
一
人
も
応
ず
る
者
が
な
か
っ
た
。
次
に
は
レ
フ
オ
ー
ム
ド
教
会
の
宣
教
師
ス
タ
ウ
ト
博
士
と
同
伝
道
師
瀬



熊
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一
二
九

川
浅
君
の
両
人
が
同
じ
く
長
崎
か
ら
来
着
し
た
」（『
七
十
年
の
回
顧
』
p.�

23　

昭
和
２
年　

警
醒
社
）
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
熊

本
バ
ン
ド
の
洗
礼
に
つ
い
て
は
『
海
老
名
弾
正
先
生
』
pp.�

118
〜
122
参
照
。

ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
ス
タ
ウ
ト
に
若
干
の
援
助
を
し
て
い
る
。
明
治
６
年
、
ス
タ
ウ
ト
は
長
崎
の
自
派
の
宣
教
師
館
の
敷
地
内
に
十
三

坪
ば
か
り
の
小
屋
を
建
て
バ
イ
ブ
ル
の
講
話
等
に
使
用
す
る
の
だ
が
、
そ
の
小
屋
の
建
築
資
金
を
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
寄
付
し
て
い
る

（
黒
木
五
郎
編
『
梅
光
女
学
院
史
』
pp.�

80
〜
81　

昭
和
９
年　

Ｇ
・
Ｄ
・
レ
ー
マ
ン
著　

峠
口
新
訳
『
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
タ
ウ
ト
の
生
涯
』

pp.�

38
〜
39　

’86
年　

新
教
出
版
社
）。
二
人
の
関
係
の
密
で
あ
る
事
は
、
右
の
事
に
よ
っ
て
判
る
。
然
し
、
ス
タ
ウ
ト
の
業
に
な
る

長
崎
の
東と

う

山ざ
ん

学
院
神
学
科
は
明
治
30
年
、
明
治
学
院
に
吸
収
（
昭
和
７
年
に
東
山
学
院
全
体
が
吸
収
）
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

明
治
学
院
歴
史
資
料
館
に
は
残
念
な
が
ら
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
ス
タ
ウ
ト
を
通
し
て
聖
書
等
を
入
手
し
て
い
た
と
す
る
直
接
的
史
料
は

見
当
ら
な
い
事
、
さ
ら
に
、
横
浜
開
港
資
料
館
蔵
のT

he�Reform
ed�Church�in�A

m
erica,�Japan�M

ission

の
う
ち
、H

enry�

Stout�Papers

（Correspondence

）
を
一
瞥
し
て
み
た
が
、
聖
書
等
が
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
許
へ
云
々
と
す
るpaper

は
未
見
で
あ
る
。　
　

№
８
の
見
返
し
遊
び
紙
の
ウ
ラ
に
興
味
深
い
書
込
み
が
あ
る
。「Peep�of�D

ay�I�have�w
?

ished�to�give�this�book�to�M
? y�

teacher�Lsic L�J
sic

anse�w
ho�cam

e�from
�A

m
erica�to�K

um
am

oto�School�in�1873.

」
こ
れ
は
、
竹
松
の
洋
学
校
入
学
の
明
治
６

年
の
事
を
記
し
て
い
る
。「
…
私
は
、
こ
の
本
を
私
の
師
・
Ｌマ

マＬ
ジ
ェ
ー
ン
ズ
先
生
に
貰
っ
て
嬉
し
か
っ
た
。
先
生
は
米
国
か
ら
熊

本
学
校
に
来
ら
れ
た
方
で
あ
る
。
一（

明

治

６

（

八
七
三
年
」、
と
い
っ
た
意
で
あ
ろ
う
と
し
て
お
く
。
入
学
後
、
英
語
が
少
し
判
り
始
め
た
後

の
書
込
み
で
あ
る
。「have�w

ish

」
は
、
嬉
し
か
っ
た
気
持
の
表
現
と
見
做
し
、「to

」
は
「
に
」、「give

」
は
「
頂
戴
す
る
」
の
意
、

と
し
て
お
い
た
（
乞
御
批
正
）。
ま
さ
し
く
、
こ
の
書
込
み
は
洋
学
校
で
の
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
、
こ
れ
迄
語
ら
れ
て
き
た
活
動
を
実
証

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「T

his�book�belongs�to�T
.�Sakanow

uye.
」
の
書
込
み
が
ウ
ラ
表
紙
側
の
遊
び
紙
に
あ
る
。
誤
り

の
な
い
英
文
で
あ
る
。
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〇

№
９
・
10
・
11　
（
下
図
は
№
９
巻
之
一　

扉
）

№
８
で
触
れ
て
お
い
た
。

№
16
（
扉
）

大
き
さ
は
三
二
折
（32m

o.
）
活
字
は
№
４
と
同
じ
ス
モ
ー
ル
・
パ
イ
カ
。
上
海
の

Presbyterian�Press

（
長
老
派
教
会
印
刷
所
）
で
出
し
た
も
の
で
、
全
二
八
四
頁
。
日

本
に
は
三
本
は
現
存
し
て
い
る
う
ち
の
一
本
、
と
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
清
国
の
同
治

３
年
は
日
本
の
元
治
元
年
。
恐
ら
く
、
師
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
か
ら
贈
ら
れ
た
書
と
し
て
他
の

福
音
書
と
も
ど
も
竹
松
が
大
切
に
篋
底
に
秘
蔵
し
来
た
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

№
17
（
扉
）

明
治
18
年
の
出
版
（
全
七
五
八
頁
）
か
ら
判
る
よ
う
に
、
竹
松
が
洋
学
校
卒
業
十
年
近

く
後
に
な
っ
て
購
入
、
然
も
、
当
時
の
月
給
の
二
十
分
の
一
近
く
を
出
し
て
の
事
と
推
察

さ
れ
る
（
門
脇
清
・
大
柴
恒
『
門
脇
文
庫
日
本
語
聖
書
翻
訳
史
』
p.�

183　

’83
年　

新
教
出

版
社
参
照
）。
竹
松
は
基
督
教
へ
の
関
心
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
に
な
る
。
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一
三
一

以
上
に
て
「
坂
上
資
料
」
の
中
で
の
稀
覯
書
の
紹
介
を
終
わ
る
（「
英
文
数
学
ノ
ー
ト
」
等
に
つ
い
て
は
後
述
）。

四　

坂
上
家

「
先
祖
書
」
に
よ
れ
ば
坂
上
家
の
初
代
・
安
兵
衛
は
加
藤
清
正
が
天一

五
八
八

正
⓰
年
の
肥
後
入
国
の
際
、
江
戸
の
浅
草
か
ら
召
連
れ
て
き

た
瓦
職
で
あ
る
。
そ
の
後
、
細
川
家
世
襲
家
老
筆
頭
・
八
代
の
松
井
家
（
三
万
石
）
の
御
用
瓦
師
・
家
来
と
し
て
、
現
・
益ま

し

城き

町
小お

池い
け

の
土
山
に
居
を
構
え
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
（『
肥
後
読
史
総
覧
』
上　

pp.�

1045
〜
1046　

昭
和
58
年
）。
ま
た
、『
益
城
町
史
』
通
史

編　

p.�

689
に
は
、
享一

七
二
四

保
９
年
に
松
井
求く

馬ま

の
家
来
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。
求
馬
は
松
井
家
第
四
代
・
寿ひ

さ

之ゆ
き

の
次
男
で
、
古
城
家
（
次

門
松
井
家
）
初
代
・
祐
之
（
寛一

六
七
二

文
⓬
〜
延一

七
四
七

享
４
年
）
の
事
で
あ
る
（「
松
井
家
先
祖
由
来
附
」『
八
代
市
史
』
近
世
史
料
編
Ⅷ.　

平
成

11
年　

八
代
市
教
育
委
員
会
）。

竹
松
は
、
こ
の
坂
上
家
の
長
男
と
し
て
後
述
の
如
く
、
家
郷
を
離
れ
得
ず
、
教
員
生
活
を
、
し
ば
ら
く
し
た
が
家
業
の
瓦
造
り
に

励
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
事
情
を
『
土
山
の
歴
史
』
pp.�

90
〜
91
（
坂さ

か

上う
え

一
雄
編　

’59
年　

私
家
版
）
は
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

坂
上
竹
松
と
村
上
新
平

坂
上
竹
松
と
村
上
新
平
、
私
は
こ
の
二
人
を
土
山
の
瓦
焼
き
史
上
に
書
き
止
め
て
お
き
た
い
。

何
と
云
っ
て
も
私
が
覚
え
て
か
ら
の
、
土
山
の
瓦
焼
き
で
は
、
坂
上
竹
松
と
村
上
新
平
の
二
人
は
特
筆
に
値
す
る
瓦
焼
き
で
あ
つ
た
。

坂
上
竹
松
は
、
坂
上
右
伝
の
長
男
で
あ
つ
て
、
天
才
が
あ
り
、
水
野
顆
山
先
生
の
門
生
中
の
逸
物
だ
つ
た
と
聞
く
、
後
に
熊
本
英マ

マ学
校
に
学
び
、

木
山
の
角
田
先
生
な
ど
同
門
だ
つ
た
と
聞
い
た
が
、
お
し
い
こ
と
に
公
職
に
向
わ
ず
家
に
い
て
家
業
を
継
い
だ
。
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一
三
二

私
が
こ
の
二
人
を
特
筆
す
る
と
云
ふ
の
は
土
山
の
瓦
焼
き
の
中
で
も
、
一
戸
に
二
窯
以
上
を
据
え
て
瓦
を
焼
く
家
は
何
軒
と
な
か
つ
た
、
皆
一

窯
ぎ
り
で
年
中
多
く
焼
く
と
す
る
も
、
三
十
窯
位
い
で
あ
つ
て
間
に
は
十
窯
位
い
普
通
二
十
窯
か
二
十
五
窯
位
い
焼
い
て
い
た
様
子
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
此
の
二
人
は
各
三
基
の
窯
を
据
え
て
一
ケ
年
間
に
は
百
窯
位
い
を
焼
い
て
其
の
生
産
し
た
瓦
を
自
分
で
小
売
販
売
し
た
の
だ
か
ら
大

し
た
も
の
だ
と
私
は
感
心
す
る
。
そ
ん
な
大
が
か
り
な
、
生
産
だ
か
ら
製
造
法マ

マ

面
は
職
人
が
重
に
仕
事
に
従
事
し
、
家
族
の
も
の
は
雑
務
に
追

わ
れ
勝
ち
で
あ
る
、
が
此
の
二
人
の
や
り
口
を
見
る
と
村
上
は
専
ら
販
売
に
力
を
入
れ
て
瓦
仕
事
は
一
切
出
来
な
い
、
仕
事
の
切
り
廻
し
は
妻

の
ト
リ
が
切
り
盛
り
を
し
た
。
焼
入
ま
で
他
人
の
手
を
か
り
た
。
が
坂
上
竹
松
は
販
売
も
自
身
の
一
手
で
し
た
窯
焼
き
も
自
身
で
焼
く
其
の
勤（

4
（

勉
振
り
は
感
歎
に
値
し
た
。

明
治
、
大
正
に
か
け
て
此
の
二
人
こ
そ
土
山
瓦
焼
中
の
偉
人
だ
つ
た
。

坂
上
家
に
ゆ
か
り
の
瓦
類
を
若
干
、
紹
介
し
て
お
く
。
熊
本
城
不
開
門
櫓
に
今
も
使
わ
れ
て
い
る
の
は
坂
上
の
押
印
付
瓦
で
、
他

に
、
先
祖
名
・
安
兵
衛
の
押
印
付
瓦
も
あ
る
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
昭

和
55
年
の
修
復
時
に
明
ら
か
に
な
っ
た
、と
の
事
で
あ
る（『
益
城
町
史
』

通
史
編
p.�

692
・
683
参
照
）。

ま
た
、
坂
上
の
押
印
付
瓦
が
大
量
の
出
土
破
片

の
中
に
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
明
治
10
年
の
西
南

戦
争
時
に
消
失
し
た
熊
本
城
跡
の
発
掘
調
査
（
平

成
16
年
）
で
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
拓
影

を
上
に
提
示
し
て
お
く
（
熊
本
市
熊
本
城
総
合
事

（たて一寸ほど）

（飯野小学校：野口裕展先生提供）
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務
所
提
供
）。

右
の
画
像
は
、
坂
上
家
の
あ
る
小
池
の
土
山
を
校
下
と
す
る
益
城
町
飯
野
小
学
校
所
蔵
の
土
山
瓦
の
中
の
、
坂
上
家
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
竹
松
の
父
・
右（

5
（

伝
（
号
。
本
名
・
惣
次
郎
）
作
、
獅
子
頭
二
体
で
銘
は
向
っ
て
左
側
の
方
の
裏
に
あ
る
。

五　

竹
松
の
洋
学
校
入
撰

竹
松
（
万一

八
六
一

延
２
〜
大一

九
二
一

正
⓾
年
12
月
29
日
）

惣
次
郎
（
右
伝
）
の
二
男
三
女
の
長
男
と
し
て
、
現
・
熊
本
県
上か

み

益ま
し

城き

郡
益（

6
（

城
町
小
池
の
土
山
に
て
誕
生
。
惣
次
郎
の
書
き
遺
し

た
「
家
記
」
で
は
、
文一

八
六
一

久
元
年
正
月
７
日
生
、
後
に
訂
正
し
て
８
日
生
、
と
し
て
い
る
。
町
発
行
の
戸
籍
票
で
は
「
文
久
元
年
二
月

七
日
」
生
、
と
な
っ
て
い
る
。
文
久
改
元
は
万
延
２
年
２
月
19
日
で
あ
る
か
ら
、
正
月
生
に
せ
よ
、
２
月
生
に
せ
よ
竹
松
は
万
延
２

年
生
と
な
る
。
竹
松
自
筆
の
履
歴
書
（
後
述
）
で
は
「
慶
応
元
年
一
月
生
」、
と
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
少
し
若
く
見
せ
よ
う
と
茶

目
気
を
出
し
た
よ
う
で
あ
る
（
享
年
六
二
）。

入
学
志
願

竹
松
は
、
水（

7
（

野
貞
秀
（
壱
問
多　

号
・
顆か

山ざ
ん　

天一
八
三
七

保
８
〜
明一

八
九
五

治
㉘
年
）
の
薫
陶
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
水
野
顆
山
は
明

治
初
年
に
、
肥
後
三
筆
と
称
揚
さ
れ
た
書
家
で
あ
る
（
水
野
家
は
肥
後
細
川
家
々
臣
・
水
野
家
＝
五
百
石
＝
の
一
族　

川
口
恭
子
編

『
細
川
家
家
臣
略
系
譜
』
’83
年　

熊
本
藩
政
史
研
究
会
参
照
）。
竹
松
の
坂
上
家
の
小
池
村
の
土
山
に
顆
山
の
先
代
が
土
着
し
、
顆
山

は
幕
末
、
こ
の
地
に
私
塾
・
率
性
堂
を
開
い
て
門
人
二
千
人
と
称
さ
れ
、
竹
松
は
此
所
で
漢
学
の
基
礎
的
素
養
を
授
け
ら
れ
て
い
た



熊
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可
能
性
が
高
い
。
明
治
５
年
、
顆
山
は
、
小
池
村
の
南
に
隣
接
す
る
木き

倉く
ら

郷
（
現
・
御み

船ふ
ね

町
）
の
辺へ

田た

見み

郷
学
校
（
男
子
三
十　

女

子
八
人
ほ
ど
）
で
明
治
８
年
迄
、
訓
育
を
任
さ
れ
て
い
る
（
明
治
８
年
４
月　

生
地
の
小
池
村
の
円
林
に
円
林
小
学
校
＝
現
・
飯
野

小
学
校
＝
が
設
立
さ
れ
る
や　

校
長
職
と
な
る
）。

竹
松
は
、
顆
山
が
木
倉
郷
学
校
教
導
時
代
の
教
え
子
で
あ
る
。
こ
の
事
は
『
熊（

8
（

本
県
公
文
類
纂
24
－
10
』
の
「
洋
学
」
の
中
に
あ

る
文
書
か
ら
判
明
す
る
。

　
　

洋（
9
（

学
校
入
学
願
書

�

鯰な
ま
ず郷

土
山
村
士
族
信
舎
長
男

漢
籍　

綱
鑑
迄

国
史　

国
史
略
日
本
外
史
迄　

�

北　

村　

信　

篤

�
十
六
歳
ト

二
ヶ
月

�

同　

士
族
冨
太
郎
長
男

同
右　

�

出　

田　

貞　

雄

�

十
五
歳
ト

十
一
月

　
　

�

木
倉
郷
南
田
代
村
士
族
厳
正
長
男

漢
籍　

史
記
迄　

�

和　

田　

彦　

熊

�

十
三
歳
三
ヶ
月

�

鯰
郷
土
山
村
平
民
右
伝
長
男

同
右　

�

坂　

上　

竹　

松



熊
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五

�

十
三
歳
ト

四
ヶ
月

�

信
舎
二
男

漢
籍　

書
経
迄　

�

北　

村　

潤　

雄

�

十
二
歳
ト

十
月

右
之
面
々
洋
学
校
入
学
為
仕
度
奉
願
候
事

　

癸
酉
五
月　

�

同 

渡　

邉　

淑　

人
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
倉
郷
学
校
教
導

�
水　

野　

一マ
マ

問
太
㊞

　

白
川
縣

〔
付
箋
〕

　

�

及
試
撿
申
告
ニ

付
当
月
廿
五
日
ヨ
リ
月
末
迄
ニ

出
校

候
様
被
及
御
達
可
被
下
候
也

　
　

五
月
十
四
日　

洋
学
校

　

白
川
県

成
績洋

学
校
生
徒
の
詳
細
な
成
績
が
熊
本
県
の
「
県
政
史
料
」
の
中
に
遺
さ
れ
て
は
い
な
い
。
当
時
の
『
白
川
新
聞
』
の
記
事
に
よ
る

以
外
に
な
い
が
、
大
略
（
順
位
）
は
判
明
す
る
。



熊
本
洋
学
校
三
級
生　

坂
上
竹
松
―
貴
重
遺
品
と
洋
学
校
教
育
―

一
三
六

竹
松
は
、
明
治
４
年
９
月
開
校
の
洋
学
校
へ
三
級
生
（
第
三
期
生
）
と
し
て
明一

八
七
三

治
６
年
８
月
入
学
。
洋
学
校
が
生
徒
の
キ
リ
ス
ト

教
入
信
問
題
で
同
９
年
８
月
、
廃
校
に
至
っ
た
の
で
、
本
来
四
年
間
の
正
式
課
程
の
履
修
不
可
能
と
な
り
、
三
年
間
で
の
繰
上
卒
業

で
あ
る
（
同
９
年
７
月
31
日
付
）。
以
下
、
前
記
新
聞
に
よ
っ
て
竹
松
の
成
績
を
追
っ
て
み
る
。

竹
松
の
成
績
が
判
る
の
は
、『
白
川
新
聞
』
の
次
の
二
種
で
あ
る
。

同
新
聞
第
三
号
（
明
治
７
年
９
月
27
日
発
行
）
の
「
学（

10
（

校
録
事
」
欄
の
「
洋
学
校
生
徒
進
退
ノ
続
」
に
竹
松
他
、
三
級
生
の
成
績

順
位
が
初
め
て
記
さ
れ
て
い
る
。

竹
松
の
一
年
次
の
成
績
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

「
文
字
綴
字
」…
…
…
…
…
…
…
九
位

「
諸
方
并

文
典
」�…
…
…
…
…
十
六
〃

「
習
字
」…
…
…
…
…
…
…
…
十
六
〃

「
小
算
数
」…
…
…
…
…
…
…
十
五
〃

（「
三（

11
（

級
生
癸
酉
九
月

始
業

　

第
一
周
年
卒
業
」
二
六
名
中
）

こ
の
科
目
名
は
、
後
述
の
「
第
一
周
後
半
年
卒
業
科
目
試
験
承
届
」（
明
治
７
年
７
月
24
日
付　

第
一
年
次
後
期
セ
メ
ス
タ
ー
履

修
科
目
證
明
書
＝
以
後　
「
履
修
證
」
と
略
）
の
科
目
名
と
少
し
異
っ
て
い
る
。「
綴
リ

書
」、「
第
二
課
程
書
」（
後
述
）、「
文
典
」、「
中

地
理
書
」、「
習
字
」、「
作
文
」、「
英
話
」
と
な
っ
て
い
て
、「
小
算
数
」
は
な
い
。
一
年
次
前
期
セ
メ
ス
タ
ー
の
履
修
科
目
は
「
履

修
證
」
に
よ
れ
ば
「
文
字
綴
」
と
「
第
一
課
程
書
」
の
み
で
あ
る
（
後
述
）。

竹
松
の
、
二
年
次
成
績
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
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「
算
書
」…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
位

「
地
理
書
」…
…
…
…
…
…
…
…
八
〃

「
代
数
学
」…
…
…
…
…
…
…
…
七
〃

「
歴
史
」…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
〃

「
作
文
」…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
〃

「
英
話
」…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
〃

右
は
『
白
川
新
聞
』
第
三
七
号
附
録
「
明
治
八
年
七
月
洋
学
校
生
徒
学
科
試
験
各
科
比
較
席
順
表
」
の
う
ち
、「
三
級
生
癸
酉
年

撰
入
」
欄
（
但
、
試
験
時
病
欠
者
五
名
で
受
験
者
十
名
に
よ
る
順
位
で
あ
る
）
に
よ
る
。
こ
れ
は
二
年
次
後
期
セ
メ
ス
タ
ー
で
の
履

修
科
目
の
成
績
で
、
後
掲
の
明
治
８
年
７
月
25
日
付
の
「
履
修
證
」
と
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
時
点
で
の
三
級
生
在
籍
数
は

「
依
願
東
京
へ
転
学
」
…
…
二
名

「
依
願
退
校
」
…
…
…
…
…
五
名

「
退
校
申
付
」
…
…
…
…
…
二
名　

と
一
年
次
終
り
の
二
六
名
か
ら
九
名
減
の
十
七
名
。
試
験
時
病
欠
者
五
名
以
外
に
、「
病
気
長
ク

欠
席
試
験
表
席
順
ニ
加
ヘ
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
者
が
二
名
い
る
。

竹
松
の
、
二
年
次
修
了
時
の
同
級
生
に
は
、
岡
田
松
生
、
不
破
唯
次
郎
、
後
述
の
福
島
綱
雄
と
郡
徳
隣
が
い
る
。

生
徒
名
に
つ
い
て
は
、『
バ
ン
ド
研
究
』　
『
隈
本
古
城
史
』　
『
熊
本
英
学
史
』（
昭
和
60
年　

田
中
啓
介
編　

本
邦
書
籍
）　
『
熊
本

バ
ン
ド　

近
代
日
本
を
拓
い
た
青
春
群
像
』（
昭
和
51
年　

熊
本
バ
ン
ド
百
周
年
記
念
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
等
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
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二
百
名
ほ
ど
の
全
在
籍
生
徒
名
や
経
歴
の
確
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

六　

竹
松
の
履
修
科
目
―
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
―

「
坂
上
資
料
」
の
中
に
、
先
述
の
「
履
修
證
」
が
六
枚
、
即
ち
、
三
年
間
分
存
在
す
る
。
但
、
こ
れ
に
よ
り
、
洋
学
校
四
年
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
確
定
す
る
訳
で
は
な
い
。
竹
松
は
、
明
治
９
年
１
月
末
の
花
岡
山
結
盟
以
降
の
洋
学
校
の
大
混
乱
、
同
年
８
月
の

廃
校
に
よ
っ
て
、
三
年
間
で
の
繰
上
卒
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
六
枚
の
「
履
修
證
」
の
中
で
、
明
治
８
年
12
月

29
日
付
の
も
の
迄
（
三
年
次
前
半
期
迄
）
は
大
略
、
洋
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
則
し
た
も
の
、
と
見
做
し
て
よ
い
。

「
履
修
證
」

県
名
の
変
化
は
明
治
４
年
７
月
14
日
、
廃
藩
置
県
で
肥
後
藩
々
領
の
大
半
が
熊
本
県
と
な
り
、
同
年
11
月
14
日
、
県
域
を
改
変
し

て
の
熊
本
県
、
同
５
年
６
月
14
日
に
白
川
県
と
改
称
。
同
９
年
２
月
22
日
に
八
代
県
を
併
合
し
て
、
改
め
て
熊
本
県
と
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

洋
学
校
印
は
陰
刻
一
寸
二
分
（
約
3.3
㎝
）
角
。「
学
校
印
章
」
で
あ
る
。

一
年
次
履
修
の
「
…
課
程
書
」、
は
英
語
教
科
書
で
あ
る
。
洋
学
校
旧
蔵
教
科
書
（
熊
本
県
立
大
学
蔵
）
の
中
に
、Second�Book�

of�Lessons�for�use�of�schools.

に
、「
程マ

マ課
書
」
の
貼
紙
が
あ
り
、「
…
課
程
書
」
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
が
、
マ
ガ
フ
ィ
の
教
科
書
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
高
い
。
そ
れ
は
、

①　

先
の
旧
蔵
教
科
書
・M

cguffey’s�new
�T

hird�Eclectic�Readers�for�young�learners.

に
は
「
第
三
課
程
書
」
と
貼
紙
が
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あ
り
、

②　

前
掲
、
下
村
孝
太
郎
が
「
モ
ッ
ゴ
ヒ
ー
、
の
「
リ
ー
ダ
ー
」
に
移
り
し
時
も
訳
読
を
教
ゆ
る
も
の
と
異
な
れ
ば
、
始
め
よ
り
開

拓
使
の
字
引
に
て
、
僅
か
に
自
ら
其
訳
を
附
け
し
位
に
て
、
其
困
難
は
中
々
に
非
常
に
て
あ
り
き
…
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（『
日
本
ニ

於
ケ
ル
大
尉
ヂ
エ
ン
ス
氏
』
p.�

89
）。

「
算
課
」
と
「
算
書
」
に
つ
い
て
若
干
、
触
れ
て
お
く
。
洋
学
校
で
の
算
術
の
教
科
書
は
「
小
算
書
」
＝Intellectual�

A
rithm

etic,�by�Induction�and�A
nalysis.�By�Joseph�Ray,�M

.�D
.

と
「
大
算
書
」
＝Practical�A

rithm
etic,�by�Induction�

and�A
nalysis.�By�Ray.

（『
バ
ン
ド
研
究
』
p.�

140
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
算
課
」
は
、
暗
算
（
胸
算
）
の
よ
う
な
算
術
を
導
入
、

展
開
し
て
い
く
、
と
い
っ
た
「
小
算
数
」
と
み
て
よ
い
。「
算
書
」
は
、
レ
イ
（Ray

）
の
「
大
算
書
」
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
竹

松
の
遺
し
た
英
文
算
数
ノ
ー
ト
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
、
レ
イ
の
「
大
算
書
」
の
み
で
は
な
か
っ
た
事
が
判
る
（
後
述
）。

レ
イ
（Ray,�1807-1865

）
は
米
国
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
生
身
。
オ
ハ
イ
オ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
で
医
学
博
士
（M

.�D
.

）。

一
時
、
外
科
医
を
し
て
い
た
がW

oodw
ard�College

の
数
学
教
授
（
一
八
三
四
〜
五
一
）。
教
育
者
と
し
て
算
数
、
代
数
の
教
科

書
を
何
冊
か
著
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

「
開
拓
使
辞
書
」
は
荒
井
郁
（
之
助
）
編
纂
『
英
和
対
訳
辞
書
』（
明
治
５
年
７
月
）
の
事
で
開
拓
使
か
ら
出
版
さ
れ
た
の
で
、
こ

の
名
が
あ
る
（
豊
田
実
『
日
本
英
学
史
研
究
』
pp.�

45
〜
46　

昭
和
14
年　

岩
波
書
店　
『
英
学
史
研
究
』
第
12
号　

’79
年
、
惣
郷
正

明
論
文
参
照
）。
横
井
時
雄
も
「
開
拓
使
出
版
辞
書
を
相
手
に
し
て
訳
読
を
試
む
そ
の
苦
心
少マ

マ小
な
ら
ず
…
」
と
記
し
て
い
る
（
前

掲
『
日
本
ニ

於
ケ
ル
大
尉
ヂ
エ
ン
ス
氏
』
p.�

147
）。
但
、「
三
年
に
な
る
と
、
ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
の
中
字
書
を
与
え
ら
れ
た
」
と
海
老
名
は
記
し

て
い
る
（
渡
瀬
常
吉
『
海
老
名
弾
正
先
生
』
p.�

81　

昭
和
13
年　

龍
吟
社
。
こ
の
辞
書
の
詳
細
未
詳
）。

竹
松
も
『
開
拓
使
辞
書
』
を
大
い
に
利
用
し
て
い
た
。
そ
の
遺
し
た
、
美
濃
紙
四
ッ
折
を
綴
じ
た
「
英
単
語
帳
」（「
坂
上
資
料
」



熊
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〇

№
43
）
の
表
紙
に
はChem

istry

と
墨
書
さ
れ
（
以
降
は
鉛
筆
）、
そ
の
五
丁
目
の
ウ
ラ
に
は
、W

ater�in�the�V
egetable�

W
orld

と
あ
り
、
七
つ
後
の
単
語
は
「carrots　

胡
羅
蔔
」（
註
、
蔔ふ

く

＝
大
根
）
と
あ
る
。『
開
拓
使
辞
書
』
で
は
「Cărŕot,�s.　

胡ニ
ン
ジ
ン

羅
蔔
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
洋
学
校
の
化
学
教
科
書
でSteele’s�N

ew
�Chem

istry

と
し
て
知
ら
れ
るFourteen�W

eeks�in�

Chem
istry.�By�J.�D

orm
an�Steele,�Ph.�D

.,�author�of�the�fourteen-w
eeks�series�in�natural�science.�A

.�S.�Barnes�&
�

Com
pany,�N

ew
�Y

ork�and�Chicago.

の
p.�

58
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
書
の
p.�

67�Charcoal

の
単
語
は
先
の
「
英
単
語
帳
」
六

丁
ウ
ラ
に
引
い
て
記
し
て
い
る
。
以
上
、
竹
松
が
『
開
拓
使
辞
書
』
を
利
用
し
て
い
た
証
左
で
あ
る
（s.

はsubstantive

の
略
名

詞
の
事
）。

（「
履
修
證
」
全
六
枚
を
以
下
に
提
示
し
て
お
く
）
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四
四

年
次
別
履
修
科
目

以
下
に
、
こ
れ
迄
の
史
料
か
ら
判
る
年
次
別
（
当
時
は
「
周
年
」
別
）
履
修
科
目
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
の
表
を
提
示
し
て
お
く
。

年
次
別
履
修
科
目
表

『
白
川
新
聞
』
第
三
七
号
附
録
・
８
年
７
月
学
課
試
験
各
科
比
較
席
順
表
（
後
期
の
み
）
及
び
、
竹
松
の
各
年
次
「
履
修
證
」

に
よ
る
（
太
字
は
竹
松
の
「
履
修
證
」
の
科
目　

明
治
は
略
）。

一
級
生
４
年
８

月
始
業

二
級
生
５
年
９

月
始
業

三
級
生
６
年
９

月
始
業
（
竹
松
の
級
）

四
級
生
７
年
９

月
始
業
（
竹
松
の
一
級
下
）

四
周
年
（
四
年
次
）

三
周
年
（
竹
松
三
年
次
相
当
）

二
周
年
（
竹
松
二
年
次
在
籍
）

一
周
年
（
竹
松
一
年
次
相
当
）

前　
　

期

後　
　

期

前　
　

期

後　
　

期

前　
　

期

後　
　

期

前　
　

期

後　
　

期

窮
理
書
、
化
学
書
、

地
質
学
、
人
体
学
、

星
学
書
、
作
文
、
英

話

窮
理
書
、
代
数
学
、

幾
何
学

窮
理
書
、
化
学
書
、

代
数
学
、
幾
何
学
、

歴
史
、
作
文
、
英
話

地
理
学
、
算
課
、
英

話
試
験
洩　

作
文

同
上

算
書
、
地
理
書
、
代

数
学
、
歴
史
、
作
文
、

英
話
、
算
書
、
地
理

書
、
代
数
学
、
歴
史
、

作
文
、
英
話

文
字
綴
、
第
一
課
程

書

綴
り
、
読
方
、
地
理
書
、

文
典
、
算
書
、
地
図
学
、

習
字
、
作
文
、
英
話
、

綴
り
書
、
第
二
課
程
書
、

文
典
、
中
地
理
、
習
字
、

作
文
、
英
話

註　

一
級
生
十
人
「
教
則
満
期
卒
業
」。
一

人
病
欠
。
三
人
東
京
へ
転
学
。
山
崎
為
徳
、

伊
勢
時
雄
、
小
崎
弘
道
、
森
田
久
万
人　

他

二
名
「
三
級
生
ヲ
教
授
ス
」。
同
級
生
に
横

井
時
敬
、
余
田
司
馬
人
。

幾
何
、
人
体
学
、
化

学
、
星
学
、
地
質
学
、

演
舌
、
作
文
（
竹
松

三
年
次
後
期
・
繰
上

卒
業
）

註　

後
期
受
験
合
格
者
九
名
。
病
欠
五
、
東

京
へ
転
学
二
、
退
校
五
、
退
校
申
付
二
、
病

欠
長
期
の
た
め
席
順
表
に
加
え
な
い
者
三
。

同
級
生
に
岡
田
松
生
、
福
島
綱
雄
、
不
破
唯

次
郎
。

註　

四
級
生
の
後
期
受

験
合
格
者
は
十
六
名
。

病
欠
三
。
退
校
五
。
同

級
生
に
辻
豊
吉
、
坂
井

禎
甫
。

註　

十
二
人
受
験
合
格
。
病
欠
一
、
東
京
へ

転
学
一
、
退
校
二
、
退
校
申
付
一
。
宮
川
経

輝
、
市
原
盛
宏
、
金
森
通
倫
、
海
老
名
喜
三

郎
、
下
村
孝
太
郎
他
一
名
「
四
級
生
ヲ
教
授

ス
」。
同
級
生
に
浮
田
和
民
、
加
藤
勇
次
郎
、

和
田
正
修
。

な
お
、
こ
の
附
録
に
は
８
年
７
月
現
在
、
生
徒
数
は
卒
業
生
十
人
を
含
め
て
三
十
五
人
。
長
期
病
気
等
を
含
め
て
の
在
籍
数
は
四
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五

六
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
８
年
９
月
入
学
の
五
級
生
の
総
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
二
十
名
の
氏
名
は
判
っ
て
い
る
。
徳
富
猪
一
郎
は
再
入
学
、
鎌
田
（
原
田
）
助
、
蔵
原

惟
郭
も
五
級
生
で
あ
る
（
洋
学
校
生
徒
名
の
詳
細
は　

前
掲
『
熊
本
バ
ン
ド　

近
代
日
本

を
拓
い
た
青
春
群
像
』
＝
『
…
100
周
年
記
念
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
pp.�

40
〜
44
）。

な
お
、
竹
松
の
履
修
科
目
は
、
後
述
の
卒
業
證
書
で
の
科
目
数
十
一
か
ら
判
る
よ
う
に

英
語
の
綴
り
、
英
話
、
読
本
等
は
読
み
、
書
き
、
文
法
、
作
文
、
演
舌
等
と
し
て
一
ユ
ニ
ッ

ト
（
科
）
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
竹
松
も
卒
業
時
迄
に
は
十
一
科
履
修
し
て
い
る
。

一
級
生
の
み
８
月
始
業

9

9

9

9

は
白
川
新
聞
に
よ
る
（
後
述
の
卒
業
證
書
で
は
９
月
１
日
で
あ
る
）。

七　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
先
行
研
究
等

竹
松
の
「
履
修
證
」
に
よ
っ
て
年
次
別
履
修
科
目
が
大
略
、
判
る
よ
う
に
な
っ
た
が
（
但　

彼
は
繰
上
卒
業
の
た
め
「
履
修
證
」

は
必
ず
し
も
正
確
に
年
次
別
を
反
映
し
て
い
な
い
し　

も
と
も
と　

洋
学
校
に
は
年
次
別
に
厳
格
に
決
め
ら
れ
て
い
た
様
子
も
な

い
）、
洋
学
校
四
年
間
の
年
次
別
履
修
科
目
は
卒
業
證
書
記
載
の
科
目
名
や
卒
業
生
の
回
顧
録
等
々
か
ら
推
察
す
る
以
外
に
方
法
が

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
先
行
研
究
を
年
代
の
古
い
も
の
か
ら
見
て
お
く
。

１　

昭
和
40
年
『
バ
ン
ド
研
究
』
pp.�

149
〜
153
。

杉
井
六
郎
論
考
は
洋
学
校
廃
校
後
、
こ
れ
に
準
じ
て
設
立
さ
れ
た
広こ

う

取し
ゅ

学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
明
確
に
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、

開拓使辞書
（21 × 14.3cm　本文のみ 546
丁　部厚く　枕形辞書である　
国会図書館蔵）
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四
六

こ
れ
を
提
示
し
て
洋
学
校
の
そ
れ
を
類
推
し
て
い
る
。

広
取
学
校
は
廃
止
さ
れ
た
洋
学
校
を
再
興
せ
ん
と
し
て
嘉
悦
氏
房
、
林
秀
謙
（
熊
本
県
官
員
）、
野
々
口
為
志
（
洋
学
校
幹
事
役
）

が
中
心
と
な
っ
て
創
立
、
明
治
11
年
９
月
認
可
。
前
身
は
同
10
年
10
月
、
嘉
悦
が
自
宅
で
開
い
た
英
学
塾
・
広
取
黌
で
、
洋
学
校
に

あ
っ
た
教
科
書
類
が
熊
本
県
よ
り
広
取
学
校
に
貸
与
さ
れ
、
こ
れ
を
用
い
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
っ
た
か
ら
、
洋
学
校
の
そ
れ
を

窺
知
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
（
広
取
黌
に
つ
い
て
は
『
嘉
悦
氏
房
先
生
伝
』
p.�

17　

明
治
42
年　

隆
文
社
参
照
）。

２　

昭
和
59
年
『
隈
本
古
城
史
』
p.�

446
〜
450
。

花
立
三
郎
論
考
は
「
そ
の
典
拠
と
な
る
べ
き
史
料
が
な
い
の
で
、
完
全
な
る
解
明
は
困
難
で
あ
る
」
と
し
、
洋
学
校
一
級
生
・
余よ

田で
ん

司し

馬ま

人と

と
、
二
級
生
・
宮
川
経
輝
の
卒
業
證
書
、
野
々
口
為
志
の
談
話
、
小
崎
弘
道
の
『
七
十
年
の
回
顧
』（
前
掲
）、
海
老
名
弾

正
の
回
顧
談
（
前
掲
『
海
老
名
弾
正
先
生
』）、
森
田
久
万
人
の
履
歴
書
か
ら
復
元
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
示
し
て
い
る
。

３　

昭
和
60
年
『
熊
本
英
学
史
』
p.�

103
〜
104
。

田
中
啓
介
論
考
は
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
在
学
し
、
教
員
で
も
あ
っ
た
ウ
ェ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
（
陸
軍
士
官
学
校
）
の
生
活
指
導
方
針
を

洋
学
校
の
モ
デ
ル
と
し
た
の
は
勿
論
、
科
目
の
中
か
ら
純
粋
に
軍
事
の
目
的
の
も
の
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
除
き
、
替
わ

り
に
、
歴
史
と
人
体
書
（
生
理
学
）
を
加
え
た
も
の
が
洋
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
殆
ど
一
致
す
る
、
と
し
て
い
る
。
但
、

『
バ
ン
ド
研
究
』
p.�

312
で
、
高
橋
虔ま

さ
し教

授
は
、C.�W

.�Iglhart
の
’59
年
の
論
文
の
中
に
「
学
校
が
全
体
と
し
て
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
手

中
に
帰
し
て
、
彼
は
洋
学
校
をlittle�W

est�Point

と
位
置
付
け
て
い
た
…
」
と
い
う
文
言
の
あ
る
事
を
早
く
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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４　
『
海
老
名
弾
正
先
生
』（
参
考
）
pp.�

79
〜
84
、
104
〜
105
。

先
の
２
、
３
の
花
立
、
田
中
両
論
考
も
、
こ
の
海
老
名
の
回
顧
談
（
洋
学
校
で
の
教
育
が
実
に
、
い
き
い
き
と
語
ら
れ
て
い

る
）
か
ら
年
次
別
履
修
科
目
を
復
元
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
以
下
の
如
く
に
な
る
。

（
広
取
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
『
バ
ン
ド
研
究
』
p.�

150　
『
熊
本
英
学
史
』
の
花
立
三
郎
論
考
p.�

170
参
照
）。

海
老
名
の
年
次
別
履
修
科
目

一　

年　

次

発
音　

ス
ペ
リ
ン
グ
（
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
ス
ペ
リ
ン
グ
ブ
ッ
ク　

後
述
）　

読
本
（M

cGuffey’s�N
ew

�First�Eclectic�Reader�

for�young�learners.

＝
第
一
読課

程
書本

及
び　

同
シ
リ
ー
ズ
のN

ew
�Second�Eclectic�Reader..

＝
第
二
読課

程
書本

）　

英
文
法

二　

年　

次

地
理　

算
術　

歴
史　

代
数

三　

年　

次

物
理
学
（
窮
理
学
）　

代
数
（
続
き
）　

幾
何　

三
角
（
三
角
法
）　

測
量
術　

化
学　

生
理
学
（
人
体
学
）　

天
文
学
（
星
学
）　

さ
ら
に
、
読
本
と
英
語
演
説

四　

年　

次

海
老
名
は
、
四
年
次
の
履
修
科
目
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
明
治
９
年
１
月
の
花
岡
山
で
の
盟
約
で
洋

学
校
が
混
乱
し
た
り
、
後
進
生
教
授
方
と
な
っ
て
い
た
故
で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
る
が
、
海
老
名
は
「
私
は
三
ケ
年
の
課
程
を

終
っ
て
第
四
年
目
の
課
程
に
移
っ
た
。
天
文
学
を
学
び
始
め
た
。
…
そ
の
他
、
地
質
学
を
読
み
始
め
た
…
」（
前
掲
書
pp.�

104
〜
105
）
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と
あ
る
。
よ
っ
て
、

天
文
学
（
三
年
次
に
続
き
）　

地
質
学
は
確
か
で
あ
る
。

５　

卒
業
證
書
の
科
目
―
一
級
生
・
余よ

田で
ん

と
二
級
生
・
下
村
―
（
参
考
）

こ
の
證
書
は
ジ
ェ
ー
ン
ズ
自
筆
の
英
文
と
、
洋
学
校
に
よ
る
和
文
対
訳
が
付
さ
れ
、
證
書
が
洋
学
校
公
認
の
も
の
で
あ
る
事
を
証

明
す
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
證
書
記
載
の
十
一
科
目
は
洋
学
校
の
「
定
則
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
卒
業
必
須
科
目
で
あ

る
。

一
級
生
・
余
田
司
馬
人
の
卒
業
證
書
（『
明
治
天
皇
巡
幸
誌
』
昭
和
７
年　

肥
後
明
治
天
皇
聖
蹟
光
揚
会
）
を
以
下
に
紹
介
す
る
。
但
、

二
級
生
・
下
村
孝
太
郎
の
證
書
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
）
と
異
な
る
箇
所
に
は
下
線
（
傍
線
）
を
施
し
、〔　

〕
内
に
下

村
の
證
書
の
文
言
を
記
し
て
お
い
た
。

余
田
の
に
は
な
いO

rthography

（
正
書
法
）
が
下
村
の
に
は
加
わ
り
、
余
田
の
に
あ
るElem

entary�Practical�Surveying

が

下
村
の
で
は
削
除
さ
れ
〔
増
科
〕
と
し
てT

heory�and�Practice�of�Surveying

（
測
量
の
理
論
と
実
際
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

T
o�all�Persons�Concerned.

〔下
村

な
し

〕

T
his�to�Certify�that:�M

r.�Sibato�Y
oden�of�K

um
am

oto�Sirakaw
aken

〔M
r.�M

.�K
otaro�Sim

m
om

ura�of�K
um

am
oto�

K
um

am
oto�K

en

〕Japan.

Entered�K
um

am
oto�English�School�at�the�beginning�the�A

cadem
ic�Y

ear�Septem
ber�1st.�1871

〔1872

〕:�that�he�

has�been�prom
pt�and�constant�in�attendance,�one�period�of�sickness�excepted

〔下
村

な
し

〕m
ost�com

m
endable�
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九

in�departm
ent,�diligent�and�successful�in�application�to�all�studies�of�the�course�throughout�the�entire�term

�of�

four�years�:�that�he�has�creditably�passed�every�annual�and�sem
i-annual�exam

inations�:�and�that�he�is�entitled�

to�this�Certificate�of�Proficiency�in�the�various�branehes�of�study�em
braced�in�the�Course�of�K

um
am

oto�

English�School,�nam
ely,�1�Elem

entary

〔Elem
ents�of

〕English�Language�em
bracing�

〔O
rthography,�下

村
に

追
記

〕

Reading,�W
riting,�Gram

m
ar,�Com

position,�D
eclam

ation�and�Rhetric.

2�Intellectual�and�W
ritten�A

rithm
etic.�3�Geography.

4�General�H
istory.�5�A

lgebra.�6�T
rigonom

etry�and�Elem
entary�Practical�Surveying.

〔and
以

下
下

村
に

な
し

〕

7�N
atural�Philosophy.�8�Chem

istry.�9�A
stronom

y.�10�Geology.�11�Physiology.

〔以
下

下
村

に
追

記
and�also�the�

A
dditional�Course�of�1�A

ncient�and�M
edieval�H

istory�and�H
istory�of�England�and�the�U

nited�States.�2�T
heory�

and�Practice�of�Surveying.

〕

　
　
　
　
　
　
　
　

L.�L.�Janes.

Given�at�K
um

am
oto�Japan.

　
　
　
　

July�26th�1875.

〔A
ugust�1st.�1876

〕

����

卒
業
生
徒
エ
ノ
免
許
證
状

此
證
状
ハ
左
ノ
条
目
ヲ
表
ス
ヘ
キ
為
メ
也�

〔
下　

村　

孝　

太　

郎
〕

�

余　

田　

司　

馬　

人

右
ハ
千
八
百
七
十
一
年
明
治

四
年
九
月
第
一
日
熊
本
洋
学
校
創
業
ノ
日
ヨ
リ
新
ニ
〔
千
八
百
七
十
二
年
明
治
五
年
九
月
第
一
日
熊
本
洋
学
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五
〇

校
ニ
於
テ
〕
英
書
ノ
業
ヲ
始
メ
タ
リ
〔
ム
〕
○
品
行
最
正
シ
ク
勇
奮
堅
固
ニ
シ
テ
学
問
ニ
注
意
シ
全
ク
四
年
間
一
期
病

気
ノ
外
〔
下
村
な
し
〕

ノ
課
程
ヲ
修
ル
ニ
平
成
勉
励
且
ツ
〔
下
村
な
し
〕
成
功
ノ
状
ヲ
顕
シ
タ
リ
〔
セ
リ
〕
○
正
シ
ク
年
々
大
小
試
験
ヲ
経
テ
此
学
校
ノ
定

則
タ
ル
左
ノ
科
目
ニ
於
テ
進
歩
ノ
効
ト
シ
テ
此
免
許
状
ヲ
授
与
ス
ル
者
也

第
一　
　

語
学
〔
字
学
〕　

読
方　

習
字　

文
典　

作
文　

英
話
〔
演
説
〕　

文
学

第
二　
　

胸
算　

算
術

第
三　
　

地
理
書
〔
学
〕

第
四　
　

万
国
歴
史
〔
万
国
史
〕

第
五　
　

代
数
学

第
六　
　

幾
何
学　

測
量
術

第
七　
　

窮
理
書
〔
学
〕

第
八　
　

化
学
書
〔
な
し
〕

第
九　
　

星
学
書
〔
な
し
〕

第
十　
　

地
質
学

第
十
一　

人
体
学

　
　
〔
増　

科
〕

〔
第
一　

上
古
史　

中
世
史　

英
国
史　

米
国
史
〕

〔
第
二　

実
測
〕　 　
（〔　

〕
は
下
村
證
書
加
筆
）

　
　

千
八
百
七
十
五
年
七
月
二
十
六
日
〔
千
八
百
七
十
六
年
八
月
二
日
〕



熊
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エ
ル
、
エ
ル
、
ヂ
ェ
ー
ン
ス

　
　

於
日
本
熊
本
与
之
〔
日
本
熊
本
ニ
於
テ
与
之
〕

右
教
師
授
与
ス
ル
所
ノ
免
状
訳
之
及
調
印
者
也

　
　

明
治
八

乙
亥

〔
九
丙
子
〕
年
七
月
二
十
六
日
〔
八
月
二
日
〕

　
　
　
　
　

白
川
〔
熊
本
〕
県
洋
学
校
印（

12
（

卒
業
證
書
に
は
年
次
別
に
履
修
科
目
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
竹
松
の
「
履
修
證
」
や
卒
業
生
の
回
顧
談
か
ら
、
卒
業
必
須
十
一

科
目
の
う
ち
、
第
一
〜
四
科
が
一
〜
二
年
次
、
第
五
〜
十
一
科
が
三
〜
四
年
次
履
修
と
み
て
よ
い
。

竹
松
は
一
年
短
い
、
三
年
で
の
繰
上
卒
業
で
あ
る
が
、
一
応
、
必
須
十
一
科
履
修
合
格
し
た
も
の
と
し
て
卒
業
と
て
い
る
。
然
し

彼
は
、
そ
の
不
充
分
さ
を
自
覚
し
て
い
て
、
後
述
の
如
く
、
卒
業
後
も
懸
命
に
、
充
分
に
学
び
得
な
か
っ
た
科
目
を
研
鑽
し
た
ノ
ー

ト
が
遺
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
一
年
次
は
ジ
ェ
ー
ン
ズ
自
身
か
ら
、
二
年
次
に
は
後
進
生
教
授
方
の
、
一
級
生
・
山
崎
為
徳
、

伊
勢
時
雄
、
小
崎
弘
道
、
森
田
久
万
人
に
、
三
年
次
に
は
二
級
生
・
市
原
盛
宏
、
金
森
通
倫
、
宮
川
経
輝
、
海
老
名
喜
三
郎
（
弾
正
）、

下
村
孝
太
郎
と
い
っ
た
同
志
社
バ
ン
ド
の
錚
々
た
る
人
々
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
遺
品
に
基
督
教
関
係
の
稀
覯

書
が
存
在
す
る
所
以
の
一
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。

八　

竹
松
の
学
習

遺
さ
れ
て
い
る
ノ
ー
ト
類
か
ら
彼
の
勉
学
ぶ
り
と
洋
学
校
で
の
授
業
の
態
様
を
窺
い
見
て
み
る
事
に
す
る
（
№
は
「
竹
松
資
料
」



熊
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二

の
番
号
）。

英
文
数
学
ノ
ー
ト

１　

原
本
不
詳
ノ
ー
ト
（
№
31
・
32
・
40
・
41
）

№
31　

表
紙
にFraction�and�U

nited�S
sic
tate�M

oney

と
墨
書
。
扉
に
は
「
分
数
平
方
立
方
之
記
」
と
あ
り
、
分
数
の
定
義
と
し

てA
�fraction�is�one�or�m

ore�equal�parts�of�a�u
sic

nites...�Fraction�is�expressed�by�divisor�and�m
ultiplying.�T

his�

m
ethod�is�fully�explained�in�the�author’s�Com

plete�A
rithm

etic.

（
下
線
は
筆
者　

分
数
の
定
義
と
し
て
不
可
解
）
と
あ
る
。

洋
学
校
で
の
「
大
算
書
」
履
修
は
二
年
次
前
期
で
あ
り
（
竹
松
の
「
履
修
證
」）、
こ
の
ノ
ー
ト
の
速
筆
ぶ
り
か
ら
見
て
、
洋
学
校

で
の
授
業
時
の
ノ
ー
ト
の
取
り
方
を
示
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
体
の
も
の
で
あ
る
。
洋
学
校
卒
業
後
に
ノ
ー
ト
を
取
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
も
の
と
は
明
ら
か
に
ノ
ー
ト
の
取
り
方
の
丁
寧
さ
が
異
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

下
線
のin�the�author’s�Com

plete�A
rithm

etic

と
は
具
体
的
に
何
を
い
う
の
か
不
詳
で
あ
る
。
教
師
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
の

類
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
直
接
の
授
業
な
の
か
、
先
述
、
後
進
生
教
授
方
（
池
田
朔
風
「
熊
本
洋
学
校
」〔
十
三
〕『
九
州

新
聞
』
大
正
10
年
12
月
１
日
号
参
照
）
に
よ
る
授
業
の
ノ
ー
ト
な
の
か
（
表
紙
右
上
に1st.

と
記
）。

一
冊
の
算
数
書
が
知
ら
れ
て
い
る
。D

avies’�Practical�A
rithm

etic.=Practical�A
rithm

etic�:�em
bracing�the�science�

and�application�of�num
bers,�by�Charles�D

avies�LL.�D
.,�A

.�S.�Barnes�&
�Com

pany,�N
ew

�Y
ork�and�London,�1874.

で
あ
る
。D

avies

は
、A

uthor�of�a�Com
plete�A

rithm
etic

と
呼
ば
れ
て
い
る
（M

athem
atical�D

ictionary�and�

Cyclopedia�of�M
athem

atical�Science.�A
.�S.�Barnes�and�Com

pany,�N
ew

�Y
ork�and�Chicago.�1869.

）、
ま
た
、
ジ
ェ
ー
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三

ン
ズ
の
出
身
校
で
教
官
で
も
あ
っ
た
ウ
ェ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ス
は

A
uthor�of�the�W

est�Point�Course�of�M
athem

atics

と
称
さ
れ
て
い
た
の
で
、
洋
学
校

で
も
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
ス
の
算
術
書
が
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
が
確
証
と
な
る

と
難
し
い
感
が
あ
る
。

こ
の
ノ
ー
ト
は
次
に
、P

sic
ropertijes�of�N

um
bers.��D

efinition.�A
�num

ber�that�h
sic
ave�

no�divisor�except�itself�and�1,�is�called�the�prim
e�num

ber.�A
�num

ber�that�has�

nsic o�divisor�beside�itself�and�1,�is�called�a�Com
posite�N

um
ber.�T

he�factors�of�a�

num
ber�are�called�its�factors;�and�prim

e�divisors�are�called�prim
e�factors.�

と
あ

る
（
複
合
数
の
定
義
が
混
乱
）。

「
大
算
書
」
と
い
わ
れ
るRay’s�Practical�A

rithm
etic.

で
はV

III.�FA
CT

O
RIN

G.�

D
EFIN

ITIO
N

S —
�1.�A

n�Integer�is�a�w
hole�num

ber;�as,�1,�2,�3,� &
c.�2.�W

hole�

num
bers�are�divided�into�tw

o�classes;�p

（
13
（rim

e num
bers,�and�com

posite num
bers.�3.�

A
�prim

e�num
ber�can�be�exactly�divided�only�by�itself�and�unity�(1).�4.�A

�

com
posite num

ber...�can�be�exactly�divided�by�som
e�other�num

ber�beside�itself�

and�unity....

（p.�120

）
と
あ
る
。

D
avies’�Practical�A

rithm
etic.

で
はPRO

PERTIES O
F N

U
M

BERS
.�E

xact�

divisor...

と
あ
り
、
２
〜
５
迄
の
倍
数
の
見
分
け
方
が
記
し
て
あ
る
。

A
�P

rim
e N

u
m

ber�is�one�w
hich�has�no�exact�divsor�:�1,�2,�3,�5,�7,�11,�13,�17,�19,� &

c.,�

№ 32 ノート
（本書一五五頁中央部分）
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四

are�prim
e�num

bers.�A
�C

o
m

Po
sit

e N
u

m
ber�being�the�product�of�tw

o�of�m
ore�num

bers,�has�tw
o�or�m

ore�divisors.�

A
� F

a
Ct

o
r�of�a�com

posite�num
ber�is�alw

ays�an�exact�divisor.

（p.�72

）
と
あ
る
。

竹
松
旧
蔵
の
カ
ッ
ケ
ン
ボ
ス
著A

�Practical�A
rithm

etic.�

で
はPrim
e and C

om
posite N

um
bers.�Every�num

ber�is�

either�Prim
e�or�Com

posite.�A Prim
e N

um
ber�is�one�that�can�not�be�divided�by�any�num

ber�but�itself�or�1,�

w
ithout�a�num

ber;�as�2,�11,�17.�A C
om

posite N
um

ber�is�the�product�of�tw
o�or�m

ore�factors�greater�than�1,�and�

is�exactly�divisible�by�each�of�its�factor....�T
he�first�hundred�prim

e�num
bers�are�as�follow

s:�-1�2�3...�523.

（p.�64

）

と
あ
る
。

右
の
事
か
ら
、
竹
松
の
こ
の
ノ
ー
ト
が
洋
学
校
で
の
授
業
の
様
子
を
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
見
る
時
、
理
解
の
困
惑
ぶ
り
と
、

い
ず
れ
か
の
教
科
書
ど
お
り
に
進
め
ら
れ
た
も
の
で
な
い
事
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

№
32　

D
enom

inate�N
um

bers

（
註　

名
数
）
と
標
題
。

こ
の
ノ
ー
ト
は
、
１�

レ
ッ
ス
ン　

D
ry�M

easure 

２�Liquid 

３�Long 

４�Land�or�Square 

５�Cubic 

６�W
ood 

７�

Circular 

８�T
im

e 

９�A
voirdupois

（
ア
ヴ
ァ
ダ
ポ
イ
ズ　

常
用
ウ
エ
イ
ト
）
10�T

roy�w
eight 11�A

pothecaries’�w
eight

（
薬
用
重
量
法
）　

12�M
iscellaneous

計
十
二
項
目
の
計
測
法
の
記
述
で
あ
る
。
レ
ッ
ス
ン
を
竹
松
はLeson

と
墨
書
し
て
い
て
、

急
い
で
ノ
ー
ト
を
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
各
レ
ッ
ス
ン
は
「
１
レ
ッ
ス
ン
」（
次
頁
）
の
如
く
、
定
義
、
名
数
の
表
（T

able

）、
ノ
ー

ト
、
演
習
問
題
若
干
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
竹
松
の
№
32
ノ
ー
ト
の
１
か
ら
11
の
順
序
や
記
述
内
容
は
先
に
挙
げ
た
、
ど
の
教
科
書

の
記
述
と
、
何
が
し
か
異
っ
て
い
る
。
洋
学
校
で
は
別
の
教
科
書
を
用
い
て
い
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
教
科
書
に
捉
わ
れ
ず
、

自
由
に
授
業
を
展
開
し
て
い
た
も
の
な
の
か
。
筆
者
は
後
者
と
し
て
お
き
た
い
（
表
紙
右
上
に2nd4
4.

）。
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1�L
sic

eson
Denominate�Numbers.

Dry�Measure
Dry�Measure�is�used�in�measuring�grain,�fruit,�most�vegetables,�coal,�and�many�

other�dry�articles.
The�denominations�are�p

（14）

ints,�pecks,�and�bushels.
Table

2�pints�are�1�q
sic

uarts.
8�quarts�are�1�p

sic
ecks.

4�pecks�are�1�b
sic

ushels.
Note

1.��The�standard�bushel�is�18１／２�inches�in�diameter�and�8�inches�deep.��i
sic
f�(it)�contains�

21502/5�cubic�inches.
2.��In�measuring�grain,�seed,�and�small�fruits,�the�measure�must�be�even�full;�but�in�

measuring�corn� in� low,�potatoes,�apples,�and�other� large�articles,� the�measure�
must�be�heaping�full.

1.�What�will�5１／２�quarts�of�plums�cost,�at�4�cents�(a)�pint�(?)（筆者補）
� Ans.�49�cents.

（以下 6 問題）
2�Lesson

Liquid�Measure
（以下　略）

Ray’s�Practical�Arithmetic.�(p.�82) では
DRY MEASURE�Is�used�in�measuring�grain,�vegetables,�fruit,�coal,�&c.

Table
2�pints�(pt.)� makes� 1�quart,� marked� qt.
8�quarts� ………� 1�peck,� ………� pk.
4�pecks� ………� 1�bush,� ………� bu.

Davies’�Practical�Arithmetic.��(p.160) では
Dry measure,�is�used�in�measuring�all�dry�articles,�such�as�grain,�fruit,�salt,�coal,�

&c. とあり、Table には、他にはない 86�Bushels�……�1�Chaldron�…�ch. があったり
する（この頁は全て横書きとした）。
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№
33　

所
在
不
明
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
も
明
ら
か
で
な
い
。
坂
上
家
か
ら
寄
贈
時
の
リ
ス

ト
で
算
術
の
英
文
ノ
ー
ト
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
№
31
・
32
に
続
く
ノ
ー
ト

で
あ
っ
た
、
と
し
て
よ
い
。
資
料
番
号
が
先
に
な
る
が
、
右
の
ノ
ー
ト
類
と
一
連
と
推
察

で
き
る
二
冊
の
ノ
ー
ト
を
記
し
て
お
く
。

№
40　

N
otes�for�the�rule�for�the�Fractions.

と
標
題
。T

his�book�belongs�to�T
.�

Sakanow
uey.

と
表
紙
に
墨
書
。画
像
は
第
一
丁
の
オ
モ
テ
と
ウ
ラ
で
あ
る
。速
筆
の
ノ
ー

ト
で
綴
り
も
正
確
で
な
い
箇
所
が
散
見
す
る
。
№
31
・
32
と
同
時
期
の
も
の
で
、「
大
算
数
」

の
授
業
ノ
ー
ト
と
見
て
と
れ
る
。
分
数
の
加
減
乗
除
法
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
既
に
紹
介
し

た
教
科
書
の
記
述
内
容
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。

№
41　

表
紙
な
く
、
標
題
も
な
い
。
演
習
問
題
で
、

28�A
�M

erchant�failing,�paid�60%
�on�each�

dollar�of�his�debts.�H
e�ow

ed�A
�$�2200,�and�B�

$�1800�:�W
hat�did�each�r

sic
ecieve.�A

ns.�A
�$�

1320,�B�$�1080.

で
始
っ
て
い
て
、
処
々
に
訳
語
が

記
さ
れ
て
い
る
。
№
40
と
同
時
期
の
も
の
と
見
ら
れ

る
。
レ
イ
の
「
大
算
書
」
で
は
、
こ
れ
ら
は

№ 40 ノート

№ 41 ノート
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Interest

（
利
息
）
の
項
で
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
№
34
・
35
・
36
のM
ensuration

の
大
分
前
に
学
習
す
る
事
に
な
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。「
履
修
證
」
か
ら
二
年
次
後
期
で
の
履
修
内
容
で
あ
る
。

２　

原
本
判
明
ノ
ー
ト
（
№
34
・
35
・
36
・
37
・
38
）

洋
学
校
旧
蔵
数
学
教
科
書
中
に
一
冊
、
破
損
甚
し
く
、
著
者
、
出
版
事
項
等
、
書
誌
的
項
目
の
一
部
不
明
の
も
の
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
（『
バ
ン
ド
研
究
』
p.�

144
）。
筆
者
の
調
べ
で
詳
細
判
明
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
に
は
平
成
18
年
に
は
伝
え
て
あ
る
。
そ
れ
は
、

E
lem

ents�of�G
eom

etry�and�T
rigonom

etry,�w
ith�A

pplication�in�

M
ensuration.�By�Charles�D

avies,�LL.�D
.,�A

.�S.�Barnes�&
�Com

pany.

（
以
下

原
本
と
略
）
で
あ
る
。

こ
の
本
の
最
古
版
は
一嘉

永

４

八
五
一
年
版
が
知
ら
れ
て
い
る
（T

he�N
ational�U

nion�

Catalog�Pre-1956�Im
prints.�V

ol.�134.=N
.�U

.�C.�V
ol.�134.

）
筆
者
披
閲
本
の
「
序

文
」
に
一
八
五
一
年
と
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
本
は
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
求
積

法
付
、
幾
何
・
三
角
法
の
教
科
書
で
あ
る
。
筆
者
披
閲
本
の
広
告
頁
に
一明

治

３

八
七
〇
年
版

の
書
名
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
少
し
後
の
出
版
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
の
レ
ベ
ル
は
当
時

の
大
学
用
よ
り
は
低
く
、
実
務
者
用
よ
り
高
度
、
と
い
っ
た
処
で
あ
ろ
う
。

著
者D

avies

（
一

10

寛

政七
九
八
〜
一明

治

９

八
七
六
年
）
は
先
述
の
如
く
、
ウ
ェ
ス
ト
・
ポ
イ

ン
ト
の
数
学
教
授
（
一
八
一
六
〜
一
八
七
六
年
）、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
こ
の
学
校
に
在
学

の
頃
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
高
等
数
学
教
授
で
数
多
く
の
数
学
教
科
書
の
著
者
と
し
て
有



熊
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名
な
人
物
で
あ
る
（T

he�N
ational�Cyclopaedia�of�A

m
erican�Biography.�V

ol.�3.�p.26

）。

こ
の
書
は
№
34
〜
37
の
原
本
で
、
以
下
、
ノ
ー
ト
と
対
比
し
て
若
干
、
考
察
す
る
。
最
初
に
目
次
を
示
し
て
お
く
（
前
頁
）。

№
34　

D
efinition�of�M

ensuration�of�Surface�and�Solid.

（
平
面
と
立
体
求
積
法
定
解
）
と
標
題
。
原
本
目
次
p.�

211
〜
247
の
内

容
を
一
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
学
ぼ
う
と
し
て
い
た
事
が
判
る
。
ノ
ー
ト
の
中
表
紙
にA

pplication�of�Geom
etry.�M

ensuration�of�

Surface.

と
あ
り
、
原
本
p.�

211
か
ら
書
写
し
始
め
て
p.�

240
の
中
ほ
ど
で
終
っ
て
い
る
が
、
十
六
丁
の
ノ
ー
ト
に
原
本
を
全
て
書
写
で

き
る
筈
も
な
く
要
点
の
み
の
書
写
に
終
っ
て
い
る
し
、
№
35
ノ
ー
ト
に
も
、
こ
の
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
（
表
紙
中
央
上
に4th4
4.

）。

№
35　

A
sic

plication�of�Geom
etry.�M

ensuration�of�Surface.

と
改
め
て
標
題
。
こ
の
ノ
ー
ト
の
綴
じ
方
は
順
序
が
逆
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
て
、
終
り
の
丁
の
方
に
№
34
に
入
る
べ
き
正
方
形
、

平
行
四
辺
形
、
長
方
形
や
三
角
形
の
求
積
法
の
ノ
ー
ト
が
紛
れ
込

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
原
本
で
の
、feet,�yard
を
使
わ
ず
、
日

本
の
尺
や
坪
と
い
っ
た
名
数
を
使
っ
た
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
日
本
語

を
使
わ
な
か
っ
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ
自
身
に
よ
る
授
業
を
反
映
さ
せ
る

も
の
で
な
く
、後
進
生
教
授
方
に
よ
る
工
夫
と
考
え
ら
れ
る
。ノ
ー

ト
の
最
初
の
方
は
原
本
目
次
pp.�

213
〜
239
の
内
容
の
ノ
ー
ト
で
あ
り
、

一
丁
目
オ
モ
テ
は
代
数
の
開
平
に
関
す
る
メ
モ
で
あ
る
。
ノ
ー
ト

を
再
綴
す
る
際
に
逆
に
綴
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
表
紙
右
上

№ 35 ノート

（原本　pp.�213〜4）
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4.

）。

原
本
と
対
比
し
て
竹
松
の
ノ
ー
ト
の
訳
語
を
示
し
て
お
く
。

base

＝
「
ビ
エ
ス
」　area

＝
「
坪
」
で
あ
る
。『
開
拓
使
辞
書
』

で
は
、�area

＝
「
平
面
。
平
地
」　�product�

＝
「
成
端
。
産
物
。

積ツ
ミ

（
算
術
ノ
語
）」　operation

＝
「
術
。
働
キ
。
手
術
」
と
和

訳
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ー
ト
の
取
り
方
は
仲
々
上
手
に
な
っ
て
い

る
。
三
年
次
前
期
の
竹
松
の
学
習
ぶ
り
を
示
す
ノ
ー
ト
と
し
て
よ

い
。
但
、
№
37
は
明
ら
か
に
卒
業
後
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

（原本　p.�214）

№
（15）

35 ノート

（原本　p.�215〜6）

№ 35 ノート

№ 35 ノート

（原本　p.�215）
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〇

№
36　

M
ensuration�of�Solidity

と
標
題
。
原
本
p.�

239
はM

ensuration�of�

Solids.�D
efinitions.�T

he�m
ensuration�of�solids�is�divided�into�tw

o�

parts.�1st.�T
he�m

ensuration�of�their�solidities...

と
続
く
の
で
あ
る
が
、

こ
のD

efinition

の
部
分
は
既
に
№
34
ノ
ー
ト
に
纏
め
て
書
写
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
№
36
は
原
本
p.�

241
の
中
ほ
ど
か
ら
p.�

250
迄
は
写
し
て
な
く
、
p.�

251

か
ら
書
写
が
始
ま
り
p.�

262
の
本
文
終
り
迄
写
さ
れ
て
い
る
。
原
本
は
、
次
は
対

数
表
で
終
っ
て
い
る
。
原
本
に
解
答
の
な
い
設
問
は
書
写
ノ
ー
ト
も
空
白
の
侭

で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
ノ
ー
ト
の
裏
表
紙
に
は
「
立
方
術
」
と
墨
書
さ
れ
て
い

る
（
表
紙
右
上
に
朱
で6th4
4.

）。

先
述
（
註
２
）、『
隈
本
古
城
史
』
p.�

460
及
び
、『
新
熊
本
市
史
』
第
五
巻　

近
代
Ⅰ
p.�

468
に
載
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
下
に
示
す
ノ
ー
ト
部
分
で
あ
る
。

№
37　

T
rigonom

etry

と
標
題
。
裏
表
紙
に
は
「
測
量
三
角
術
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
原
本
p.�

165�Elem
ents�of�T

rigonom
etry.�

Introduction.�Section�I.�O
f�Logarithm

s.

か
ら
p.�

210
迄
書
写
さ
れ
て
い
る
。
原
本
に
は
解
法
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
№
37
に

は
「O

peration

」
と
し
て
解
法
が
記
さ
れ
て
い
る
練
習
問
題
も
あ
る
。
解
法
付
ノ
ー
ト
を
書
写
し
た
か
、
竹
松
自
ら
計
算
し
た
結

果
を
書
き
遺
し
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
の
終
り
の
方
に
は
、
直
接
計
測
で
き
な
い
、
川
向
う
の
二
地
点
間
の
距
離
を
求
め

る
問
題
が
あ
る
。
参
考
迄
に
初
め
の
部
分
を
紹
介
し
て
お
く
（
表
紙
中
央
上
に
朱
で7th4
4.

）。

こ
の
ノ
ー
ト
の
終
わ
り
に
は
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。
即
ち
、「T

rigonom
etry�is�End.�C

sic
oppy�this�book�January�25th.� （原本　p.�254）

№ 36 ノート
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六
一

1878.�T
.�Sakanow

uye.

明
治
十
年
丑
ノ
一
月
写
之
」
と
あ

る
。
坂
上

9

9

の
英
字
表
記
は
現
在
の
表
記
よ
り
、
よ
ほ
ど
発
音

に
近
い
の
も
興
味
深
い
が
、「
明
治
十
年
」
が
重
要
で
あ
る
。

洋
学
校
の
生
徒
の
中
で
基
督
教
を
奉
じ
「
奉
教
趣
意
書
」

に
署
名
し
た
花
岡
山
の
血
盟
が
明
治
９
年
１
月
末
、
こ
れ
に

よ
り
洋
学
校
は
廃
校
（
同
９
年
８
月
）。
三
級
生
・
竹
松
も

繰
上
卒
業
の
破
目
に
至
っ
た
事
は
先
述
し
た
が
、「
測
量
術
」

は
四
年
次
履
修
教
科
ゆ
え
竹
松
は
、
明
治
９
年
７
月
末
の
繰

上
卒
業
後
、
約
半
年
懸
命
に
「
測
量
術
」
の
教
科
書
を
書
写
し
て
勉
強
し
た
証
拠
が
、
こ
の
№
37
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

洋
学
校
閉
鎖
時
の
数
名
の
有
志
生
徒
が
初
志
の
断
た
れ
る
に
忍
び
ず
、
福（

16
（

島
綱
雄
（
竹
松
と
同
じ
三
級
生
。
熊
本
の
尚し

ょ
う
け
い絅

学
園
第

二
代
校
長
）
を
中
心
と
す
る
教
師
名
儀
に
て
、
か
っ
て
洋
学
校
に
あ
っ
た
洋
書
の
貸
与
を
請
う
て
極
め
て
小
規
模
な
洋
学
研
究
を
開

始
し
た
、
と
さ
れ
て
い
る
（『
熊
本
県
教
育
史
』
上
巻
p.�

487　
『
熊
本
英
学
史
』
pp.�

169
〜
174
の
花
立
三
郎
論
考
参
照
）。
竹
松
が
、
こ

の
一
員
で
あ
っ
た
事
は
№
㊿（

11
（

「
雑
記
帳
」
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
№
37
ノ
ー
ト
が
存
在
す
る
所
以
で
あ
る
。

№
㊳（

11
（

　

第
一
丁
オ
モ
テ
にElem

entary�A
lgebra.�Chapter�1st.

…
と
、
ペ
ン
書
（
墨
）
さ
れ
て
い
る
。「
坂
上
蔵
本
」
と
陽
刻
の

方
印
が
あ
る
が
表
紙
に
「
桂
？
」
と
読
め
る
小
篆
の
印
も
押
さ
れ
て
い
る
。
二
年
次
後
期
か
ら
三
年
次
前
期
に
か
け
て
ノ
ー
ト
と
見

ら
れ
る
が
、竹
松
の
こ
れ
迄
見
て
き
た
ノ
ー
ト
の
文
字
と
は
別
人
の
手
に
な
る
と
見
て
よ
い
。「
桂
？
」
と
い
う
印
を
使
う
人
物
（
特

定
で
き
て
い
な
い
）
の
ノ
ー
ト
が
竹
松
の
有
に
な
っ
た
と
、
押
印
の
関
係
か
ら
も
、
見
ら
れ
る
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
ノ
ー
ト
に
も

№ 37 ノート

（原本　p.�210）



熊
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六
二

原
本
が
あ
る
事
を
記
し
て
お
く
。
即
ち
、

N
ew

�Elem
entary�A

lgebra.�Em
bracing�the�

first�principles�of�the�science.�By�Charles�

D
avies�LL.�D

.,�professor�of�higher�m
athe-

m
atics,� Colum

bia�College.�1872,�A
.�S.�Barnes�

&
�Com

pany.
で
あ
る
。
こ
の
書
の
pp.�

33
〜
114
を
書

写
し
て
い
る
。

英
単
語
帳
（
№
42
・
43
）
と
教
科
書

既
に
№
43
に
つ
い
て
は
少
し
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
画
像
で
紹
介
し
て
お
く
（
精
査
し
切
れ
て
い
な
い
）。

№
42
（
第
一
丁
オ
モ
テ
）

最
初
にIntroduction�N

ebular

（
星
雲
の
）
と
単
語
が
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
洋
学
校
で
の
星

学
教
科
書
の
単
語
帳
で
は
な
い
。
星
学
教
科
書
は

Fourteen�w
eeks�in�D

escriptive�A
stronom

y.�By�J.�D
orm

an�Steele,�Ph.�D
.,�principal�of�

Elm
ira�A

cadem
y,�author�of�“A

�Fourteen�W
eeks�Course�in�Chem

istry.”�
—

�”T
he�

heavens�declare�the�glory�of�God;�and�the�firm
am

ent�show
th�his�handy-w

ork.”�Psalm
�

X
IX

.�1.�—
�N

ew
�Y

ork:�..Boston:�..1871.�

で
あ
る
。
他
の
単
語
が
、
こ
の
教
科
書
か
ら
は
続
い
て

見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
教
科
書
は
扉
に
「
詩
篇
」
の
文
言
を
引
き
、
神
の
力
と
栄
光
を
讃

№ 38 ノート

(Davies’�New�Elementary�
Algebra.�p.�33)
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一
六
三

え
て
い
る
が
、
宇
宙
の
神
秘
は
神
の
働
き
（
…the�lim

itless�expanses�of�that�space�in�w
hich�God�is�w

orking�the�

m
ysterious�problem

�of�creation.�

p.�

274
）
と
い
っ
た
文
言
や
、
こ
の
宇
宙
の
仕
組
み
を
創
造
し
維
持
し
て
い
る
神
の
心
は
量
り

知
る
事
が
で
き
な
い（
p.�

283
）と
い
た
文
言
が
、こ
の
教
科
書
に
は
、ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
ら
ぬ
か
、「
ジ
ェ
ー

ン
ス
は
…
（
生
徒
が
英
語
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
三
年
生
の
頃
）
天
文
学
を
教
授
す
る
際
、
宇
宙
の
洪
大
無
辺
な
る
事
や
秩
序

整
然
た
る
事
を
示
し
て
、
此
天
地
は
偶
然
に
斯
く
成
立
し
た
物
で
あ
ろ
う
か
、
何
者
か
之
を
主
宰
す
る
者
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
云
ふ
如
き
質
問
を
起
し
、
天
地
の
神
秘
を
以
て
信
仰
の
自
然
な
る
事
を
語
り
、
又
或
時
は
歴
史
や
英
文
学
を
教
ゆ
る
に
当
り
、

欧
米
文
明
の
基
礎
は
基
督
教
の
信
念
に
あ
る
事
を
述
べ
て
聖
書
を
理
解
す
る
の
必
要
を
示
し
、…
（
聖
書
を
学
ば
ん
と
す
る
生
徒
は
）

一
週
に
一
夜
自
宅
に
て
之
を
教
へ
て
も
よ
い
と
勧
誘
し
た
」
と
あ
る
（
小
崎
弘
道
『
七
十
年
の
回
顧
』
p.�

17
）。

竹
松
は
繰
上
卒
業
ゆ
え
、
天
文
学
（
星
学
）
を
ジ
ェ
ー
ン
ズ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
形
で
教
え
ら
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
№
42
は
窮
理
書
の
単
語
帳
か
も
知
れ
な
い
と
調
べ
て
み
た
。
洋
学
校
で
の
窮
理
書
は
（
１
）
に
、T

hom
as�T

ate�

のFirst�

lesson�in�philosophy,�or,�T
he�science�of�fam

iliar�things:�revised�and�im
proved�by�C.�S.�Cartee.�1856.

（
日
本
に
三

本
は
現
存
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
窮
理
書
の
単
語
帳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
同
書
pp.�

93
〜
99
。
な
お
、『
バ
ン
ド
研
究
』

pp.�

144
〜
145
参
照
。
p.�

145
のCartil

は
誤
植
。
次
の
（
２
）
も
同
書
。（
２
）
に
、Cham

bers’s�educational�course�

のN
atural�

Philosophy

の
二
巻
本
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
の

Vol.�

2
に
は
、optics

（
光
）　astronom

y

（
天
文
）　electricity

（
電
気
）　

m
eteorology

（
気
象
）
が
内
容
で
あ
る
。（

Vol.�

1
は
、
物
体
と
連
動　

機
械
・
構
造
と
装
置　

静
水
流
水
気
流　

音
響
が
内
容　

こ

の
書
は
日
本
に
四
本
は
現
存
）。

Vol.�

2
のastronom

y

を
一
瞥
し
て
み
た
が
、
こ
の
単
語
帳
に
あ
るN

ebular

と
い
う
語
は
、
こ
の

書
で
取
上
げ
て
い
るSidereal�A

stronom
y

（
恒
星
天
文
学
）
pp.�

99
〜
100
で
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
書
の
単
語
帳
で
は
な

い
と
推
定
さ
れ
る
。
筆
者
が
披
閲
し
た
の
は
「
開
成
所
」
の
角
印
（
陽
刻　

一
寸
八
分
＝
五
・
八
㎝
角
）
の
蔵
書
印
の
あ
る
京
大
本



熊
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一
六
四

で
、
こ
れ
は
明
治
３
年
５
月
設
立
の
大
阪
開
成
所
（
同
５
年
８
月
の
「
学
制
」
頒
布
迄
存
続　

そ
の
後　

変
遷
あ
り　

明
治
19
年　

第
三
高
等
中
学
校　

明
治
27
年　

第
三
高
等
学
校　

昭
和
24
年　

京
都
大
学
と
な
る　

但　

同
25
年
迄
存
続
）
の
も
の
で
、
当
時
、

関
西
で
最
高
の
洋
学
機
関
が
所
蔵
す
る
も
の
と
同
一
の
「
窮
理
書
」
を
熊
本
の
洋
学
校
で
も
用
い
て
い
た
事
が
判
る
。

№
43　

既
に
「
六　

竹
松
の
履
修
科
目
」
で
若
干
、
触
れ
て
お
い
た
。
表
紙
に
「Chem

istry

」

と
墨
書
。

下
の
画
像
に
つ
い
て
は
教
科
書
（Steele’s�N

ew
�Chem

istry

）
の
ど
の
頁
の
単
語
な
の
か

精
査
し
て
特
定
で
き
て
い
な
い
。
単
語
帳
第
六
丁
の
ウ
ラ
は
、
教
科
書
p.�

67
のCharcoal�is�

m
ade�by�burning�piles�of�w

ood,�so�covered�over�w
ith�turf�as�to�prevent�free�

access�of�air...

か
ら
引
い
た
単
語
で
、
第
七
丁
ウ
ラ
は
p.�

78
のC

om
pounds.

か
ら
引
い
て

い
る
。
第
十
一
丁
ウ
ラ
は
p.�

106
のbleaching�pow

der�

（
さ
ら
し
粉
）
＝C

alcium
 

H
ypochloride

か
ら
で
あ
る
。
第
十
三
丁
オ
モ
テ
は
p.�

113
のSulphur�

＝Sulfur

（
硫
黄
）

か
ら
、
同
ウ
ラ
は
p.�

145
のSpectrum

�A
nalysis.

（
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析
）
か
ら
、
第
十
八
丁
オ
モ
テ
は
p.�

156
のZinc

（
亜
鉛
）
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
単
語
を
引
い
て
い
る
。
第
十
九
丁
オ
モ
テ
は
p.�

124
〜
125
あ
た
り
に
戻
っ
てA

rsenic

（
ヒ
素
）
の
箇
所
の
単
語
を
引
い
て

い
る
（
第
二
七
〜
二
九
丁
は
綴
が
上
下
逆
に
な
っ
て
い
る
の
で
綴
じ
方
が
崩
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
）。
第
二
一
丁
オ
モ
テ
・
ウ

ラ
は
p.�

184
〜
185
のStarch,�W

oody�Fiber,�and�Sugar

か
ら
引
い
て
い
る
。
こ
の
№
43
の
単
語
帳
も
精
査
す
れ
ば
、
洋
学
校
で
の

化
学
の
学
習
法
が
少
し
具
体
的
に
判
っ
て
く
る
と
い
え
る
。

こ
の
化
学
の
教
科
書
の
酸
素
の
項
にO

�the C
om

m
on Scavenger.�–God�has�no�idlers�in�his�w

orld...�T
here�is�not� （第一丁　オモテ）
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一
六
五

extra�particle�in�the�universe.

（
酸
素　

こ
の
世
の
掃
除
屋　

神
は
世
に
無
意
味
な
も
の
を
造
っ
て
は
い
な
い　

世
界
に
は　

い
く
ら
小
さ
な
も
の
で
も
余
分
な
も
の
な
ど
一
つ
も
な
い　

と
い
っ
た
意
か
）
と
い
っ
た
文
が
あ
る
が
、こ
の
書
中
の
文
言
（T

here�

is�no�chance�w
ork�in�nature.

）
と
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
説
明
せ
る
「
ゴ
ッ
ド
」
こ
そ
造
物
主
と
思
念
し
て
奉
教
者
と
な
っ
た
の
は
、

宮
川
経
輝
で
あ
る
（
同
氏
「
追
憶
」『
日
本
ニ

於
ケ
ル
大
尉
ヂ
エ
ン
ス
氏
』
p.�

135
）。
こ
の
事
に
触
れ
、「
余
も
同
様
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
は

海
老
名
弾
正
で
あ
る
（『
海
老
名
弾
正
先
生
』
p.�

82
）。

こ
の
辺
り
の
事
に
つ
い
て
、
吉
田
作
弥
が
受
洗
し
た
事
を
知
っ
た
父
か
ら
棄
教
し
な
け
れ
ば
殺
す
と
迫
ら
れ
た
事
を
叙
述
す
る
く

だ
り
で
、
青
山
霞
村
は
「
当
時
彼
等
は
神
学
や
基
督
教
会
の
歴
史
も
典
礼
も
知
ら
ず
、
た
だ
天
地
に
唯
一
の
神
が
あ
っ
て
人
間
の
父

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
天
父
が
人
間
の
罪
を
救
ふ
た
め
、
独
子
の
耶
蘇
基
督
を
遣
ふ
し
玉
ふ
た
と
い
ふ
単
純
な
教
義
に
感
激
し
た
の

で
、
殉
教
の
事
を
知
ら
な
ん
だ
…
」、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
に
相
談
し
た
ら
「
教
の
た
め
に
殺
さ
れ
る
、
そ
ん
な
尊
い
事
は
な
い
、
帰
っ
て

お
父
さ
ん
に
殺
し
て
貰
へ
と
卓
を
叩
い
て
激
励
し
た
…
」
と
記
し
て
い
る
（『
同
志
社
五
十
年
裏
面
史
』
p.�

55　

昭
和
６
年　

か
ら

す
き
社
）。

九　

中
西
牛
郎
と
竹
松

竹
松
自
筆
履
歴
書
（
次
頁
）

竹
松
の
生
年
は
万
延
２
年
で
あ
る
事
は
既
に
述
べ
て
お
い
た
が
、
洋
学
校
卒
業
後
、
二
年
間
は
繰
上
卒
業
に
よ
っ
て
充
分
学
習
で

き
な
か
っ
た
数
学
等
を
研
鑽
し
、
家
業
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
る
迄
の
明
治
25
年
５
月
迄
、
教
職
に
就
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
の

「
坂
上
資
料
」
№
61
〜
65
に
よ
っ
て
記
し
て
お
く
（
当
時
の
小
学
校
教
員
の
実
態
を
知
る
一
史
料
で
も
あ
る
）。
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一
六
六

明
治
廿
年
九
月
九�

日　
　
　

高
等
上
益
城
小
学
校
生
徒
教
授
依
嘱　

月
俸
拾
円
支
給　

熊
本
県

上
益
城

下
益
城
郡
役
所
（
註　

御
船
町
一
丁
目
に
あ
り　

二
年
制
（
五　

六
生
相
当
））

明
治
廿
一
年
四
月
廿
八
日　

高
等
上
益
城
小
学
校
依
嘱
依
願
退
職　
　
上
益
城

下
益
城
郡
役
所

明
治
廿
一
年
八
月
三
十
日　

�

熊
本
区
高
等
熊
本
小
学
校
授
業
嘱
託
シ
為
報
酬
月
手
当
拾
円
給
与

ス　
　

熊
本
区
役
所

明
治
廿
二
年
四
月
一
日　
　

自
今
月
俸
拾
弐
円
給
与
ス　
　

熊
本
区
役
所

明
治
廿
五
年
五
月
九
日　
　

�

小（
19
（

学
校
実
施
ニ
付

熊
本
小
学
校
授
業
嘱
託
ヲ
解
ク　
　

熊
本
市
参

事
会

中
西
牛
郎
と
神
水
義
塾

竹
松
は
右
の
小
学
校
教
員
と
し
て
奉
職
す
る
前
に
、
明
治
11
〜
19
年
迄
の
八
年
間
、
中
西
牛
郎
（
以
後　

中
西
と
略
）
の
神
水
義

塾
で
英
語
教
師
と
し
て
、
そ
の
力
を
発
揮
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
が
、
竹
松
が
洋
学
校
で
培
っ
た
英
語
の
力
を
最
も
揮
う
事
が
で
き

た
と
推
察
さ
れ
る
。
同
志
社
に
関
わ
る
事
も
あ
る
の
で
触
れ
て
お
く
（
神
水
は
熊
本
市
内
の
地
名
）。

中
西
に
つ
い
て
、
そ
の
「
文
章
は
鮮
麗
比
な
く
…
大
江
義
塾
の
徳
富
蘇
峰
と
相
対
峙
し
て
蘇
峰
、
蘇
山
（
中
西
蘇
山

と
号
す

）
何
れ
が
大

と
な
す
か
と
嘱
目
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
は
蘇
山
は
早
く
世
を
去
つ
た
」
と
あ
る
（『
肥
後
文
教
と
そ
の
城
府
の
教
育
』

p.�

382　

山
本
十
郎
編　

昭
和
31
年　

非
売
品　

但　

徳
富
は
大
江
義
塾
時
代
は
蘇
峰
と
号
し
て
い
な
い
）。

神
水
義
塾
は
『
熊
本
県
教
育
史
』
中
巻
p.�

297
（
熊
本
県
教
育
会　

昭
和
６
年
）
に
よ
れ
ば
、「
第
四
期
新
設
私
学
表
」
に
「
塾
主

中
西
牛
郎　

設
置
明
治
十
九
年
十
二
月
六
日　

廃
止
明
治
廿
二
年
八
月
十
四
日
」
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
明
治
19
年
以
前
に
も
塾
は （坂上家提供）
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一
六
七

存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
竹
松
の
履
歴
書
に
あ
る
如
く
、
明
治
11
年
に
は
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
然
し
、
中
西
の
京
都
遊
学

（
同
志
社
で
の
英
学
修
学
も
一
目
的
）
の
為
め
、
塾
廃
止
と
な
り
、
竹
松
は
止
む
な
く
小
学
校
教
員
へ
と
転
身
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
、
中
西
は
竹
松
の
よ
う
に
は
本
格
的
に
英
学
を
学
ん
で
は
い
な
い
の
で
英
学
の
力
は
竹
松
の
方
が
中
西
よ
り
は
る
か
に
上
で

あ
っ
た
、
と
い
え
る
。

中
西
に
つ
い
て
は
、
上
河
一
之
論
考
「「
教
育
宗
教
衝
突
論
争
」
と
中
西
牛
郎
」『
近
代
熊
本
』
№
29
（
’05
年
９
月　

熊
本
近
代
史

研
究
会
）
及
び
、
荒
木
精
之
『
熊
本
県
人
物
誌
』（
昭
和
34
年　

日
本
談
議
社
）
参
照
。
中
西
と
天
理
教
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、

天
理
大
学
・
金
子
圭
助
教
授
「
中
西
牛
郎
の
天
理
教
学
研
究
―
天
理
教
教
理
史
研
究
の
一
齣
―
」『
天
理
大
学
学
報
』
第
一
〇
二
輯
（
昭

和
51
年
３
月
）
で
詳
細
に
論
考
さ
れ
て
い
る
。

中
西
と
同
志
社
・
天
理
教

彼
が
明
治
20
年
代
よ
り
前
に
、
同
志
社
で
学
ん
で
い
た
事
は
次
の
「
序
文
」
中
の
自
歴
か
ら
明
白
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
裏
付

け
る
史
料
は
同
志
社
の
文
書
類
で
は
未
検
出
で
あ
る
。
前
掲
、
荒
木
精
之
の
い
う
如
く
、
中
西
は
基
督
教
を
学
ん
で
基
督
者
に
な
ら

ず
、
で
あ
り
、
ま
た
、
西
本
願
寺
に
見
込
ま
れ
て
当
時
の
五
百
円
と
い
う
大
金
で
米
国
に
宗
教
の
研
究
に
行
か
せ
て
も
ら
い
、
帰
国

後
は
西
本
願
寺
文
学
寮
の
教
頭
を
務
め
て
、
仏
教
擁
護
の
論
陣
を
張
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
、
仏
教
会
の
腐
敗
堕
落
を
攻

撃
、
西
本
願
寺
を
去
る
に
至
っ
て
い
る
。
明一

九
〇
〇

治
㉝
年
、
天
理
教
団
に
招
か
れ
て
い
る
。
教
派
神
道
の
独
立
教
派
と
し
て
の
公
認
を
得

る
為
の
、
教
義
の
整
頓
に
宗
教
学
者
と
し
て
招
か
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
41
年
、
天
理
教
は
教
派
神
道
十
三
派
の
一
つ
と
し
て
公
認

（
戦
後
は
教
派
神
道
色
を
払
拭
）。
明
治
35
年
に
は
、
天
理
教
教
祖
・
中
山
み
き
の
伝
記
『
教
祖
御
伝
記
』
を
編
述
し
て
い
る
が
未
刊

に
終
っ
て
い
る
（
不
充
分
と
の
声
か
ら
か
）。
昭
和
２
年
、
天
理
教
信
者
と
な
り
同一

九
三
〇５

年
10
月
18
日
、
七
二
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
て
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い
る
。

以
下
、
中
西
自
ら
が
死
の
前
年
、
昭
和
４
年
に
語
っ
た
経
歴
（
自
歴
）
で
あ
る
（
中
西
牛
郎
『
神
の
実
現
と
し
て
の
天
理
教
』「
序

文
」　

昭
和
４
年　

平
凡
社
）。

「
…
私
は
幼
年
時
代
旣
に
漢
學
の
幾
分
素
養
を
以
て
ゐ
ま
し
た
が
進
ん
で
靑
年
時
代
に
入
り
ま
す
と
、
時
代
の
影
響
を
受
け
て

英
學
を
修
め
た
い
と
い
ふ
熱
心
が
漸
々
高
ま
り
ま
し
て
、
こ
れ
が
爲
に
一
年
程
東
京
某
英
學
塾
に
入
學
し
ま
し
た
が
、
學
資
が

續
か
な
い
の
で
鄕
里
に
歸
り
、
或
人
の
勸
め
に
よ
り
長
崎
大
浦
の
英
國
監
督
敎
會
敎
師
の
モ
ン
ド
レ
ル
と
い
ふ
方
に
日
本
語
に

て
四
書
を
敎
へ
て
其
代
り
に
英
語
を
勉
强
さ
せ
て
貰
ふ
と
い
ふ
條
件
の
下
に
長
崎
に
行
き
ま
し
た
が
、
こ
ゝ
で
は
思
ふ
様
に
修

學
が
出
來
ま
せ
ん
の
で
、
畏
友
德
富
猪
一
郎
氏
及
び
恩
師
下
村
孝
太
郎
氏
の
盡
力
に
よ
り
京
都
同
志
社
學
校
に
赴
き
同
校
敎
師

ゴ
ル
ド
ン
師
か
ら
學
費
を
出
し
て
貰
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
然
る
に
ゴ
ル
ド
ン
師
の
申
す
に
は
、
無
條
件
で
學
費
給
與
と
い

ふ
事
は
私
が
あ
な
た
に
恩
に
な
つ
て
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
何
か
あ
な
た
に
仕
事
を
お
賴
み
し
て
報
酬
を
上
ぐ
る
事
を
被
す

る
や
う
と
し
ま
せ
う
と
て
、
一
册
の
書
を
取
り
出
し
こ
れ
を
飜
譯
し
て
下
さ
い
と
申
し
ま
し
た
。
其
書
は
ト
ー
マ
ス
・
ア
ー
ス

キ
ン
と
い
ふ
人
の
書
い
た
キ
リ
ス
ト
敎
内
證
論
で
あ
り
ま
し
た
。
當
時
學
力
程
度
の
低
級
な
私
に
は
こ
ん
な
む
づ
か
し
い
書
を

飜
譯
す
る
事
は
出
來
ま
せ
ん
と
申
し
ま
し
た
ら
、
ゴ
ル
ド
ン
師
は
毎
日
一
行
で
も
二
行
で
も
あ
な
た
が
解
つ
た
や
う
に
飜
譯
さ

る
れ
ば
結
構
で
す
と
申
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
と
私
は
直
ち
に
同
志
社
學
校
に
入
り
一
年
滞
在
の
中
に
ど
う
か
か
う
か
其

書
を
飜
譯
し
て
了
ひ
ま
し
た
。
私
が
極
め
て
深
遠
な
る
キ
リ
ス
ト
敎
の
知
識
を
得
ま
し
た
の
は
こ
れ
が
爲
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
同
志
社
在
學
の
中
に
も
暇
が
あ
れ
ば
西
本
願
寺
の
赤
松
連
城
師
や
東
本
願
寺
の
南
條
文
雄
師
な
ど
を
訪
問
し
て
佛
敎
の

話
を
聞
き
、
こ
れ
が
又
私
に
佛
敎
研
究
の
端
緒
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
鄕
里
に
歸
っ
て
か
ら
父
に
相
談
し
て
神
水
義
塾
に
東
本

願
寺
派
の
若
き
僧
侶
林
悟
と
い
ふ
方
を
招
聘
し
て
生
徒
一
同
と
共
に
俱
舎
唯
識
の
講
義
を
聽
く
事
に
し
ま
し
た
。
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斯
く
し
て
私
は
佛
敎
と
キ
リ
ス
ト
敎
と
の
根
本
觀
念
を
摑
み
ま
し
て
、
佛
敎
を
取
ら
ん
か
キ
リ
ス
ト
敎
を
取
ら
ん
か
と
い
ふ

岐
路
に
立
ち
ま
し
た
が
、
終
に
佛
敎
を
取
る
事
に
決
心
し
て
明
治
二
十
年
に
宗（

20
（

敎
革
命
論
と
題
す
る
一
書
を
書
き
ま
し
た
。
此

原
稿
は
鄕
の
先
輩
佐
々
友
房
氏
の
慫
慂
に
よ
っ
て
東
京
の
博
文
堂
に
出
版
を
托
し
ま
し
た
が
、
其
後
二
三
ケ
月
を
經
ま
す
と
京

都
の
赤
松
連
城
師
か
ら
至
急
上
京
す
る
や
う
に
と
書
面
が
參
り
ま
し
た
。
私
は
二
三
の
塾
友
と
共
に
上
京
し
て
赤
松
師
に
面
會

し
ま
し
た
處
、
あ
な
た
の
宗
敎
革
命
論
が
非
常
な
評
判
と
な
り
、
法
主
大
谷
光
尊
上
人
（
光
瑞
師
の
父
）
に
も
是
非
一
度
遇
ふ

て
見
た
い
と
仰
せ
ら
る
ゝ
の
で
お
呼
び
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
と
の
事
で
、
私
は
此
時
始
め
て
、
私
の
拙
稿
が
旣
に
出
版
さ
れ

て
世
間
に
讀
ま
れ
て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
乃
ち
赤
松
師
及
び
大
洲
鐡
然
師
の
紹
介
に
よ
っ
て
光
尊
上
人
に
面
謁
し
ま
す
と
、

難
有
奬
勵
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
て
、
赤
松
師
か
ら
更
に
上
人
に
申
上
げ
て
私
を
歐
米
に
留
學
さ
せ
て
貰
ふ
様
に
執
成
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

私
は
鄕
里
に
も
歸
ら
ず
此
京
都
に
滞
在
し
居
る
オ
ル
コ
ツ
ト
氏
か
ら
米
國
紐
育
神
智
學
會
支
部
長
ヂ
ヤ
ツ
ヂ
氏
に
宛
て
た
紹

介
狀
を
貰
ひ
、
こ
れ
を
携
帯
し
て
米
國
に
渡
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
暫
く
滞
在
し
て
、
然
る
後
に
紐
育
に
赴
か
ん
と
同
地
に

て
二
三
の
米
人
に
就
き
專
ら
英
作
文
を
學
習
し
、
さ
て
こ
れ
か
ら
東
部
に
向
つ
て
出
發
せ
ん
と
支
度
し
て
ゐ
ま
す
間
際
に
、
至

急
歸
朝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
が
國
元
に
起
り
ま
し
て
歸
國
し
ま
し
た
。
す
る
と
本
願
寺
か
ら
是
非
文
學
寮
の
敎
頭
に
な
っ
て
く

れ
と
い
ふ
依
賴
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
京
都
に
二
三
年
間
滞
在
勤
務
し
て
ゐ
ま
す
と
、
フ
ラ
ン
ス
歸
り
の
藤
島
了
穩
師
が

寮
長
と
な
り
私
と
藤
島
氏
と
の
間
に
不
圖
し
た
事
か
ら
意
見
を
異
に
す
る
問
題
が
起
り
、
之
を
導
火
線
と
し
て
文
學
寮
内
に
藤

島
黨
、
中
西
黨
が
發
生
し
て
相
反
目
し
、
終
に
エ
ラ
イ
騒
動
に
な
り
ま
し
て
學
校
も
閉
校
し
た
…
」。

中
西
の
墓
標
は
、
天
理
市
の
天
理
教
会
本
部
豊
田
山
の
墓
地
の
中
で
教
祖
を
中
心
と
す
る
天
理
教
団
の
お
歴
々
と
は
、
少
し
離
れ
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た
高
安
教
会
の
墓
域
の
中
に
、
神
道
様
式
の
先
の
尖
っ
た
形
で
静
か
に
立
っ
て
い
る（
筆
者

畏
友
・
前
田
史
夫
氏　

平
成
18
年
頃
撮
影
提
供　
「
十
月
十
九
日
帰
山
」
と
あ
る
の
は
埋
骨

の
日
）。
中
西
に
つ
い
て
は
後
考
を
俟
つ
次
第
で
あ
る
。

十　

お
わ
り
に

「
謂
は
ゞ
、
洋
学
校
は
熊
本
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
。
…
洋
学
校
の
生
徒
は
熊
本
県
下
の
俊
才
を
集
め
て
選
抜
し
た
も
の
で
、
神

童
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
。『
あ
の
子
が
洋
学
校
に
行
く
の
か
、
そ
れ
な
ら
私
は
行
け
な
い
』
と
て
、
洋
学
校
の
生
徒
は
尊
敬
さ
れ
た
。

…
洋
学
校
の
生
徒
は
、
外
の
青
年
よ
り
身
綺
麗
に
し
て
ゐ
た
。
書
物
、
イ
ン
キ
、
ペ
ン
な
ど
、
悉
く
藩
費
に
て
支
給
さ
れ
た
。
我
々

は
厚
遇
さ
れ
て
、
別
天
地
に
あ
る
念
が
し
た
。
高
い
所
へ
上
つ
た
や
う
に
感
じ
た
。
洋
学
校
生
徒
は
垢
抜
け
が
し
て
、
美
少
年
の
寄

合
で
、
学
校
は
貴
公
子
の
学
校
で
あ
る
や
う
に
世
間
か
ら
も
思
は
れ
た
。
…
洋
学
校
の
生
徒
は
、
他
人
の
学
び
得
ぬ
も
の
を
学
ん
で

い
る
と
て
、
新
時
代
の
寵
児
を
以
て
、
遇
さ
れ
て
い
た
。
…
」（『
海
老
名
弾
正
先
生
』
pp.�

73
〜
74
）
と
、
海
老
名
が
回
想
し
記
し
て

い
る
が
、
竹
松
は
ま
さ
に
、
こ
の
洋
学
校
に
学
ん
だ
英
才
で
あ
る
。

彼
は
八
歳
に
し
て
維
新
の
激
変
に
遭
ひ
、
十
三
〜
十
六
歳
（
明
治
６
〜
９
年
）
の
間
、
撰
ば
れ
て
洋
学
校
に
入
り
熊
本
の
近
代
化

の
胎
動
の
真
っ
只
中
に
身
を
置
い
て
、
そ
の
息
吹
を
全
身
で
感
得
、
洋
学
校
廃
校
に
よ
る
繰
上
卒
業
の
学
力
不
足
を
補
う
た
め
自
学
、

息
つ
く
間
も
な
く
、
西
南
戦
争
（
同
10
年
）
の
惨
禍
に
直
面
、
荒
廃
し
た
熊
本
城
下
か
ら
立
上
ら
ん
と
す
る
若
者
の
教
育
に
力
を
か

し
て
い
る
（
神
水
義
塾
）。
写
真
嫌
い
で
、
肖
像
写
真
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
派
手
を
好
ま
な
い
含
羞
の
人
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
家
郷
で
の
瓦
生
産
を
天
職
と
し
た
の
で
あ
る
。
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洋
学
校
と
い
え
ば
、
基
督
者
と
な
っ
た
熊
本
バ
ン
ド
の
事
歴
が
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
熊
本
に
基
督
教
を
根
付

か
せ
ん
と
し
て
い
た
事
は
杉
井
論
考
が
明
ら
か
に
し
て
い
る（
杉
井　

’77
年　

pp.�

20
〜
23
）。
結
果
、「
此
ノ
教
ヲ
皇
国
ニ
布
キ
大
ニ

人
民
ノ
蒙
昧
ヲ
開
ン
」　

即
ち
、西
教
（
基
督
教
）
の
公
明
正
大
（
恐
ら
く
平
等
性
も
）
を
明
ら
か
に
し
て
人
民
に
伝
え
て
蒙
を
開
き
、

こ
の
教
え
を
布
き
、
以
て
国
に
報
い
ん
、
と
盟
約
・
宣
言
す
る
洋
学
校
生
徒
も
現
れ
た
の
で
あ
る
（「
奉
教
趣
意
書
」
明
治
９
年
１

月
29
日　

30
日
で
な
く
『
バ
ン
ド
研
究
』
の
辻
橋
三
郎
説
に
よ
る
）。

然
し
、
こ
の
よ
う
な
盟
約
・
宣
言
を
す
る
事
な
く
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
教
え
を
胸
に
刻
ん
で
社
会
の
各
方
面
で
活
躍
し
た
人
々
の
方
が

多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
洋
学
校
に
在
籍
し
た
の
は
約
二
百
人
（『
…
100
周
年
記
念
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
p.�

44
）、
そ
の
う
ち
、
基
督
教

に
入
信
し
た
の
は
、
後
に
入
信
し
た
人
を
含
め
て
正
確
に
何
人
で
あ
る
か
を
筆
者
は
確
認
し
得
て
い
な
い
が
明一

八
七
六

治
９
年
４
月
３
日
、

ジ
ェ
ー
ン
ズ
に
よ
っ
て
受
洗
し
た
者
は
二
二
名
と
さ
れ
て
い
る（『
バ
ン
ド
研
究
』p.�

205
）。「
奉
教
趣
意
書
」署
名
は
、花
岡
山
に
登
っ

て
盟
約
せ
ん
と
し
た
者
四
十
人
ほ
ど
の
う
ち
、
三
五
名
。
但
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
宗
派
的
基
督
教
を
布
教
す
る
だ
け
の
存
在
で
な
く
、

熊
本
の
近
代
化
、
殖
産
、
民
生
の
向
上
等
々
の
た
め
力
を
尽
し
た
存
在
で
あ
っ
た
事
は
い
う
迄
も
な
い
。
ま
た
、
布
教
の
み
を
事
と

す
る
宗
派
組
織
を
痛
烈
に
批
判
し
た
人
物
で
も
あ
る
。

竹
松
は
右
の
盟
約
・
宣
言
等
を
行
っ
た
人
々
の
一
員
で
は
な
く
、
師
の
教
え
を
静
か
に
実
践
し
た
一
人
で
あ
る
。
地
道
に
家
業
に

励
ん
だ
の
で
あ
る
。
師
の
ゆ
か
り
の
品
々
―
肖
像
写
真
等
が
寄
贈
後
、
行
方
不
明
に
な
る
等
の
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
で
あ
る

―
を
大
切
に
し
、
家
人
も
、
そ
れ
を
知
る
ゆ
え
に
守
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
坂
上
家
に
は
ジ
ェ
ー
ン
ズ
か
ら
の
種
子
で
育
っ
た

ア
カ
シ
ヤ
（
染（

21
（

色
用
タ
ン
ニ
ン
を
採
る
モ
リ
シ
マ
ア
カ
シ
ヤ
か　

昭
和
20
年
代
後
半
頃　

台
風
に
て
倒
木
）
や
、
ノ
グ
ル
ミ
（
実　

樹
皮
は
染
料
と
な
る　

昭
和
50
年
頃
倒
木　

株
が
残
る
）
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
熊
本
の
殖
産
や
民
生
の
た
め
の
尽

力
し
た
生
き
た
証
拠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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竹
松
の
、
師
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
へ
の
変
ら
ぬ
敬
愛
の
念
は
、
師
の
永
眠
（
一天

保

８

八
三
七
年
３
月
27
日
〜
一

42

明

治九
〇
九
年
同
日　

享
年
七
一
）

後
、
同
43
年
５
月
に
遺
族
へ
弔
慰
金
一
、三
三
七
円
余
を
醵
出
し
た
四
七
名
の
中
に
彼
の
名
（
弐
円
）
が
あ
る
事
に
よ
っ
て
も
判
る

の
で
あ
る
（
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
「
浮
田
和
氏
文
庫
」
Ⅲ
Ａ
・
55
－
２　

前
掲 

石
井
p.�

237　

但　
『
バ
ン
ド
研
究
』

p.�

618
で
は
「（
４
月
27
日
）
宮
川　

岡
田
に
託
し
ゼ
ー
ン
ス
遺
族
見
舞
拠
金
二
千
円
」
と
あ
る
が
典
拠
不
明
で
検
証
不
能
）。

弔
慰
金
の
寄
附
者
総
代
は
小
崎
弘
道
、
浮
田
和
氏
、
横
井
時
敬
、
岡
田
松
生
で
あ
る
。
寄
附
者
の
中
に
は
ジ
ェ
ー
ン
ズ
に
学
ん
で

基
督
教
に
傾
か
な
か
っ
た
水
前
寺
派
（
正
義
派
）
の
名
も
見
え
る
。
吉
田
作
弥
（
一
〇
〇
円　

後　

入
信
）、
高
道
竹
雄
（
一
〇
〇

円　

後
、
入
信
）、
横（

22
（

井
時と

き

敬よ
し

（
五
〇
円　

農
学
・
農
政
学
者
）、
福
島
綱
雄
（
五
円
）、
太
田
黒
哲
堂
（
一
〇
円
）
が
そ
う
で
あ
る
。

寄
附
者
の
殆
ど
は
洋
学
校
出
身
で
あ
る
が
、
出
身
で
な
い
神
田
乃な

い

武ぶ

（
三
円　

英
学
者
）
や
、
折（

23
（

田
彦
市
（
一
〇
円
）
の
名
が
あ
る
。

「
奉
教
趣
意
書
」
に
署
名
し
た
が
、
後
に
基
督
教
か
ら
離
れ
た
徳
富
猪
一
郎
（
一
〇
円
）
や
、
基
督
教
に
当
時
、
懐
疑
的
で
署
名
し

な
か
っ
た
が
、
や
が
て
基
督
者
に
な
っ
た
和
田
正
脩
（
二
五
円
）
や
今
回
の
総
代
の
一
人
小
崎
弘
道
（
一
〇
円
）、
の
如
き
人
も
い

る
（
ジ
ェ
ー
ン
ズ
に
よ
っ
て
明
治
９
年
４
月
３
日　

二
人
は
受
洗　
『
バ
ン
ド
研
究
』
p.�

205
）。
最
高
は
当
時
の
細
川
侯
爵
家
（
三
〇

〇
円
）
で
あ
る
。
熊
本
に
対
す
る
彼
の
功
績
を
十
二
分
に
感
謝
し
て
の
事
と
い
え
る
。

ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
三
高
を
去
る
に
際
し
て
の
三
高
生
の
惜
別
の
辞
に
彼
の
人
柄
が
偲
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。

「
○
ゼ
ン
ス
教
師
を
送
る
…
先
生
の
我
校
に
あ
る
僅
に
二
年
、
然
か
も
そ
の
教
習
感
化
の
大
な
る
、
吾
人
は
そ
の
鴻
恩
に
対
し
、
感

謝
の
情
切
な
る
を
覚
ゆ
、
…
そ
の
吾
人
を
教
ゆ
る
や
、
恰
も
勇
士
戦
場
に
起
て
、
士
卒
を
激
励
す
る
が
如
く
、
謹
言
熱
意
以
て
之
に

当
ら
れ
し
か
ば
、衆
皆
其
風
を
景
仰
し
、先
生
に
対
す
る
、恰
も
慈
親
の
感
あ
り
き
…
」
と
あ
る
（『
嶽
水
会
雑
誌
』
第
三
号
「
雑
報
」

pp.�

61
〜
62　

明
治
32
年
12
月
10
日　

第
三
高
等
学
校
嶽
水
会　

記
念
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
大
辞
書
を
贈
っ
て
い
る
）。

彼
の
母
校
で
あ
り
（
一文

久

元

八
六
一
年
卒
）
教
員
で
も
あ
っ
た
ウ
ェ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
教
育
の
真
髄
は
、
そ
の
精
神
（m

ind

）
に
あ
り
、
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こ
の
精
神
は
出
身
者
の
人
物
像
と
行
跡
を
知
る
事
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
も
の
、
と
さ
れ
て
い
る
（‘T

he�M
ilitary�A

cadem
y�at�

W
est�Point.’�A

m
erican�Journal�of�Education.�Ed.�H

.�Barnald�V
ol.�13,�1863.�p.17.

）。

ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
熊
本
で
（
旧
三
中
・
三
高
で
も
）
示
し
た
も
の
は
、
こ
の
ウ
ェ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
精
神
で
、
こ
れ
が
自
ず
と
洋
学

校
生
徒
や
彼
に
接
し
た
人
の
心
に
響
き
、
彼
は
敬
愛
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
基
督
者
に
な
ら
な
か
っ
た
多
く
の
人
も
共

に
多
額
の
弔
慰
金
を
遺
族
に
寄
せ
る
事
に
な
っ
た
、
と
い
え
る
。
こ
の
弔
慰
金
醵
出
時
の
同
志
社
は
原
田
助
社
長
時
代
で
、
原
田
は

洋
学
校
最
後
の
撰
入
生
（
五
級
生　

明
治
８
年
９
月
始
業
）
で
あ
り
、
洋
学
校
在
籍
一
ケ
年
で
廃（

24
（

校
と
な
っ
た
の
で
ジ
ェ
ー
ン
ズ
と

接
す
る
時
間
は
多
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
醵
出
金
は
一
五
円
で
あ
る
。

草
創
期
の
同
志
社
を
中
核
と
な
っ
て
支
え
た
熊
本
バ
ン
ド
の
、
生
み
の
親
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
に
対
し
て
、
同
志
社
が
組
織
と
し
て
弔

意
を
表
す
る
、
と
い
っ
た
事
は
考
え
ら
れ
な
い
が
弔
意
を
表
し
た
四
七
名
中
（
四
〇
名
が
洋
学
校
出
身
者
）
一
六
名
が
洋
学
校
出
身

の
同
志
社
人
で
あ
る
事
を
特
記
し
て
お
く
。

以
上
、
静
か
な
市
井
の
人
と
な
っ
た
一
洋
学
校
出
身
者
・
坂
上
竹
松
の
事
歴
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
浮
ん
で
き
た
洋
学
校
教
育
の
一

端
で
あ
る
。
こ
の
小
文
が
「
坂
上
資
料
」
の
貴
重
さ
を
伝
え
る
一
石
と
な
り
、
御
批
正
を
得
て
洋
学
校
研
究
の
深
化
へ
の
契
機
と
も

な
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
煩
で
は
あ
る
が
文
献
等
を
以
て
記
す
る
、
と
い
う
形
を
採
っ
た
が
、
そ
れ

が
史
料
か
参
考
文
献
か
の
別
は
記
さ
な
く
と
も
明
ら
か
な
の
で
略
し
た
。
煩
の
事
は
客
観
性
の
観
点
か
ら
御
許
し
願
う
次
第
で
あ
る
。

〔
謝
辞
〕
本
稿
の
大
半
は
平
成
18
年
中
に
成
っ
て
お
り
な
が
ら
病
で
果
た
せ
な
か
っ
た
の
で
今
回
、
全
面
的
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
、「
坂
上
資
料
」
の
寄
贈
を
決
断
さ
れ
た
坂
上
ヨ
シ
子
女
史
も
御
健
在
で
旧
稿
に
は
記
し
て
お
い
た
が
、
書
改
め
ね
ば
な
ら
な
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く
な
っ
た
。
こ
の
小
文
を
生
前
に
献
呈
で
き
な
か
っ
た
事
を
御
許
し
願
う
の
み
で
あ
る
。

多
く
の
方
々
の
、
心
か
ら
の
御
助
力
が
あ
っ
た
。
今
回
は
特
に
、
坂
上
征
さ
ん
、
熊
本
市
文
化
振
興
課
の
皆
様
に
多
大
な
る
御
力

添
を
頂
い
た
。
記
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

�

平
成
27
年
９
月

註（
1
）
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
は
三
度
、
移
築
さ
れ
て
い
る
。
現
、
水
前
寺
公
園
内
に
は
昭一

九
七
〇

和
㊺
年
に
移
築
復
元
さ
れ
た
の
で
あ
る
（〈
山
内
光
臣
論
考
〉『
隈
本
古

城
史
』
pp.�

485
〜
498
）。

�

竹
松
が
、
十
三
歳
時
購
入
後
い
つ
、「bad�book

」
と
書
入
れ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
が
兵
の
書
に
、
か
か
る
文
言
を
記
す
る
に
至
っ
た
の
は
ジ
ェ
ー
ン

ズ
の
感
化
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
し
て
お
く
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
熊
本
で
の
、
農
を
中
心
と
す
る
殖
産
に
よ
る
富
国
を
説
き
、
実
践
し
て
見
せ
、

労
働
の
貴
さ
を
述
べ
、
そ
の
た
め
に
は
智
と
徳
を
供
え
た
人
民
を
育
成
す
る
教
育
こ
そ
が
最
も
大
切
で
あ
る
、
と
繰
返
し
訴
え
た
事
で
知
ら
れ
て
い
る

が
（『
生
産
初
歩
』　
『
洋
学
校
教
師
祝
文
訳
』）、
そ
の
感
化
の
表
れ
、
と
い
っ
て
よ
い
。

（
2
）
竹
松
の
ノ
ー
ト
に
は
洋
学
校
在
学
中
の
ノ
ー
ト
の
み
で
な
く
、
明
治
９
年
７
月
末
日
で
の
繰
上
卒
業
後
、
研
鑽
筆
写
し
た
ノ
ー
ト
も
存
在
す
る
が
、

こ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
数
学
ノ
ー
ト
はCharles�D

avies,�LL.D
.

のElem
ents�of�Geom

ertry�and�T
higonom

ety,...�

p.�

254
を
墨
書
し
た
も
の

で
あ
る
（
後
述
）。
同
一
の
ノ
ー
ト
の
画
像
一
点
が
『
新
熊
本
市
史
』
通
史
編
第
五
巻　

近
代
１
p.�

468
（
平
成
13
年
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
時

点
で
は
「
竹
松
資
料
」
は
熊
本
市
蔵　

と
な
り
県
立
第
一
高
校
か
ら
移
っ
て
い
る
）。

（
3
）
坂
上
征せ

い

さ
ん
の
御
厚
意
に
て
筆
者
は
坂
上
家
の
「
家
記
」、
竹
松
自
筆
の
履
歴
書
等
々
を
拝
見
し
得
た
。
御
母
堂
・
ヨ
シ
子
女
史
は
平
成
24
年
11
月

８
日
、
百
四
歳
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
。「
坂
上
資
料
」
寄
贈
時
の
、
そ
の
御
手
紙
の
文
章
、
文
字
は
実
に
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
御
母
堂
の
決
断
が

な
け
れ
ば
「
坂
上
資
料
」
が
世
に
出
る
事
は
な
か
っ
た
、
と
い
え
る
。

（
4
）
こ
の
姿
こ
そ
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
ウ
ェ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
精
神
（
後
述
）
の
竹
松
へ
の
感
化
と
い
え
る
。

（
5
）
惣
次
郎
（
天一

八
三
一

保
２
年
11
月
７
日
〜
明一

八
九
六

治
㉙
年
７
月
23
日　

享
年
六
五
）
は
明一

八
八
三

治
⓰
年
10
月
10
日
隠
居
、
家
督
を
竹
松
に
譲
っ
て
い
る
。
竹
松
は

明一
八
九
二

治
㉕
年
に
は
教
職
を
離
れ
て
本
格
的
に
家
業
に
専
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



熊
本
洋
学
校
三
級
生　

坂
上
竹
松
―
貴
重
遺
品
と
洋
学
校
教
育
―

一
七
五

�

「
坂
上
資
料
」
の
中
に
、
惣
次
郎
の
算
術
ノ
ー
ト
十
三
点
含
ま
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
在
郷
素
封
家
が
学
ん
だ
も
の
の
一
端
を
知
る
資
料
と
い
え
る
。

�
益
城
町
小
池
（
旧
小
池
村
）
は
鯰な

ま
ず手

永
（
肥
後
藩
の
行
政
区
劃　

郡
と
村
の
中
間　

明
治
３
年
に
手て

永な
が

は
郷
と
改
称
）
後
述
、
徳
富
猪
一
郎
の
母
・
久

子
の
矢
島
家
は
隣
り
の
沼ぬ

山や
ま

津ず

手
永
の
杉
堂
村
（
現
・
益
城
町
杉
堂
）。
彼
は
洋
学
校
在
学
中
、
休
暇
の
折
、
母
の
実
家
へ
の
往
還
に
、
竹
松
の
坂
上

家
に
立
寄
り
、
時
に
は
宿
泊
し
た
事
も
あ
る
、
と
坂
上
家
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
竹
松
に
と
っ
て
蘇
峰
は
身
近
か
で
関
心
の
あ
る
存
在
で
あ
っ
た
、

と
い
え
る
。

（
6
）
益
城
町
の
杉
堂
は
、
先
述
の
如
く
、
徳
富
猪
一
郎
（
蘇
峰
）
の
母
・
久
子
の
実
家
・
矢
島
家
が
あ
っ
た
所
で
猪
一
郎
は
、
こ
の
家
で
生
れ
て
い
る
。

久
子
の
姉
は
竹
崎
順
子
、
妹
に
は
、
横
井
小
楠
夫
人
・
津つ

世せ

と
矢
島
楫
子
が
い
る
。

（
7
）
水
野
顆
山
に
つ
い
て
は
、『
益
城
町
史
』
通
史
編
p.�

６
（
平
成
２
年
）。
高
野
直
之
『
郷
土
史
談
益
城
の
華
』
pp.�

51
〜
56
（
昭
和
３
年
）
参
照
。
他
に

『
御
船
町
史
』
p.�

372
（
平
成
19
年
）。『
御
船
小
学
校
百
周
年
記
念
誌
・
み
ふ
ね
』
p.�

69
（
昭
和
50
年
）
及
び
、『
益
城
町
立
飯
野
小
学
校
百
周
年
記
念
誌
・

飯
野
』
p.�

19
（
昭
和
50
年
）
参
照
。

（
8
）
こ
の
公
文
類
の
中
に
、
同
志
社
史
の
初
期
の
伝
説
と
な
っ
て
い
る
人
物
・
山
崎
為
徳
自
筆
の
口
上
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
明
治
６
年
２
月
３
日
付
で
、

こ
れ
迄
の
無
月
謝
は
心
苦
し
い
の
で
、
今
年
一
月
か
ら
は
皆
と
同
様
、
費
用
（
一
人
扶
持
）
を
納
め
た
い
、
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
他
に
一
点
、
洋
学

学
校
幹
事
役
の
野
々
口
為
志
の
山
崎
に
対
す
る
記
述
や
、
熊
本
バ
ン
ド
の
氏
名
が
で
て
く
る
文
書
等
が
あ
る
事
を
特
記
し
て
お
く
。

（
9
）
顆
山
の
教
え
子
は
五
人
、
洋
学
校
を
志
願
し
た
が
、
合
格
し
た
の
は
出い

で

田た

と
竹
松
の
二
人
で
あ
る
。
北
村
信
篤
は
当
時
、
仲
々
の
偉
材
と
目
さ
れ
て

い
た
が
洋
学
校
に
は
進
め
な
か
っ
た
。
後
、
彼
は
宮
内
大
臣
秘
書
官
と
な
っ
て
い
る
（『
益
城
町
史
』
通
史
編　

p.�

６
）。

（
10
）
成
績
順
位
の
初
出
は
、
同
新
聞
第
一
号
（
明
治
７
年
９
月
６
日
）「
学
校
録
事
」
の
「
明
治
七
年
甲
戌
七
月
試
験
各
科
比
較
表
」
で
あ
る
。「
初
年
生

（
註
、
一
級
生
）
辛
未
八マ

マ

月
始
業　

第
三
周
年
卒
業
（
註
、
第
三
周
年
＝
第
三
年
次
で
一
年
を
二
学
期
に
分
け
た
セ
メ
ス
タ
ー
制
）」
で
「
算
課
代
数

幾
何
、

窮
理
書
、
作
文
、
英
語
」
の
卒
業
（
合
格
）
者
名
が
列
記
し
て
あ
る
（
成
績
順
）。
山
崎
為た

め

徳の
り

、
小
崎
弘
道
、
伊
勢
時
雄
、
横
井
時と

き

敬よ
し

、
森
田
久
万
人
、

浮
田
和
民
と
い
っ
た
名
が
み
え
る
。「
後
進
生
教
授
方
初
年
生
ニ
テ
二

年
生
ヲ
教
授
ス
」
と
し
て
、
小
崎
、
伊
勢
、
森
田
等
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

	

同
新
聞
第
二
号
（
明
治
７
年
９
月
13
日
）「
学
校
録
事
」
に
「
第
一
号
に
記
載
セ
シ
洋
学
試
験
ノ
続
」、「
二
年
生
壬
申
九
月

始
業

　

第
二
周
年
卒
業
」
と
し
て

「
大
算
書

并

代
数
、
地
理
書

歴
史

、
作
文
、
英
語
」
に
つ
い
て
の
卒
業
（
合
格
）
者
名
が
成
績
順
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。
市
原
盛
宏
、
宮
川
経
輝
、
海
老
名
喜

三
郎
、
金
森
通
倫
、
下
村
孝
太
郎
、
加
藤
勇
次
郎
、
不
破
唯
次
郎
、
和
田
正
脩　

等
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
う
ち
、
加
藤
、
和
田
以
外
は
「
後

進
生
教
授
方
二
年
生
ニ
テ
三

年
生
ヲ
教
授
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。
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（
11
）『
バ
ン
ド
研
究
』
p.�

32
の
、
三
級
生
「
学
業
成
績
序
列
生
徒
名
」
に
誤
植
が
散
見
す
る
の
で
〔　

〕
内
に
正
字
を
記
し
て
訂
正
し
て
お
く
。

�

「
植
村
〔
原
〕」「
福
〔
稲
〕
富
」

�

「
小
算
書
」
欄
で
「
村
松
（
時
宜
）」
の
次
に
あ
る
べ
き
「
坂
上
（
竹
松
）」
が
脱
落
。

�
竹
松
の
三
級
生
は
入
学
時
に
は
三
六
名
で
あ
る
が
一
年
後
（
明
治
７
年
９
月
）
に
は
二
六
名
に
減
っ
て
い
る
。
退
学
の
内
訳
は
、
事
故
一
、
洋
学
不
応

一
、
追
校
（
罸
責
）
一
、
病
気
七
で
あ
る
。

（
12
）印
は
竹
松「
履
修
證
」と
同
じ
。
な
お
、下
村
に
は
八
月
四
日
付
で
熊
本
県
庁
発
行
の
卒
業
保
證マ

マ

書
が
発
行
さ
れ
、遺
っ

て
い
る
。
他
の
卒
業
生
も
同
様
と
推
定
し
て
よ
い
（
下
図
）。

（
13
）
素
数
（prim

e�num
ber

）
と
し
て
現
在
は
１
は
含
め
な
い
。U

nity

（
１
）
を
使
うRay

の
方
が
良
い
の
か
。

（
14
）
１
パ
イ
ン
ト
（pint
）
＝
１／２
ク
ォ
ー
ト
（quart

）
＝
１／８
ガ
ロ
ン
（gallon

）、
米
国
で
は

0.47
ℓ
、
英
国
で
は

0.57
ℓ
。

�

１
ブ
ッ
シ
ェ
ル
（bushel
）
＝
８
ガ
ロ
ン
。
１
ペ
ッ
ク
（peck

）
＝
８
ク
ォ
ー
ト
＝
1��ブ
ッ
シ
ェ
ル
。

（
15
）
竹
松
ノ
ー
ト
の
、
問
２
・
３
は
原
本
で
の
（
⒎
）（
⒏
）
で
あ
る
。（
⒍
）
は
右
の
ノ
ー
ト
右
上
に
メ
モ
風
に
図
の
み

が
写
さ
れ
て
い
る
。
問
題
を
適
当
に
取
捨
し
て
い
る
。
答
の
、

�
A

�=�A
cre

エ
ー
カ　

R�=�Rood�=�1
�acre=�40�square�rods

�
1�chain�=�4rods�=�66feet　

1�square�chain�=�16�sq.�rods
�

40�square�rods�(40�perches)�=�1�Rood　

op.�=�of�Perches　

1�perch=25.3m
2.

（
16
）
福
島
（
安一

八
五
八

政
５
〜
大一

九
二
五

正
⓮
年
）
の
洋
学
校
時
代
の
成
績
は
抜
群
で
あ
っ
た
。
広
取
学
校
で
は
一
人
で
英
語
と
数
学
を
教
え
、
後
、
県
立
熊
本
中
学
校

や
済
々
黌
で
も
教
え
た
が
明一

八
八
八

治
㉑
年
10
月
に
は
同
志
社
に
転
じ
同
26
年
頃
京
都
か
ら
熊
本
に
帰
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
花
岡
山
血
盟
の
一
同

と
は
考
え
を
異
に
す
る
水
前
寺
派
（
正
義
派
）
の
一
人
で
あ
っ
て
、
基
督
者
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
同
志
社
に
い
た
頃
、
新
島
襄
が
夫
人
・
八
重
に
頭

が
あ
が
ら
ず
、
履
物
を
揃
え
て
い
る
姿
を
見
て
憤
慨
し
き
り
で
あ
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
、
同
志
社
か
ら
外
国
留
学
の
話
し
も
あ
っ
た
が
、
基
督
者
に
な

る
事
を
拒
否
し
た
の
で
実
現
し
な
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
（『
尚
絅
学
園
百
年
史
』
pp.�

57
〜
58　

平
成
元
年
）。

�

彼
は
同
志
社
普
通
学
校
（
尋
常
中
学
校
相
当
）
のA

rithm
etic

の
教
師
と
し
て
明
治
㉑
年
９
月
か
ら
招
か
れ
て
い
る
。
当
時
、
同
志
社
は
一
年
三
期

制
で
秋
学
期
（
９
（
10
）
〜
12
月
）、
冬
学
期
（
１
月
〜
３
月
）、
春
学
期
（
４
〜
６
月
）
で
あ
る
が
、
明
治
21
年
の
新
学
年
か
ら
同
志
社
の
教
員
と
な

り
、
す
ぐ
にA

lgebra

も
教
え
、
翌
22
年
の
新
学
年
か
ら
はm

athem
atic

担
任
と
な
り
、
同
26
年
９
月
（
新
年
度
）
か
ら
はM

athem
atical� （同志社社史資料センター蔵）
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D
epartm

ent

の
部
長
に
な
っ
て
い
る
（『D

oshish�Faculty�Records�1879-1895

』
’04
年　

同
志
社
社
史
資
料
室
）。

�
明
治
26
年
10
月
、
突
然
、
同
志
社
を
辞
し
て
い
る
。
辞
す
る
前
の
四
ヶ
月
間
ほ
ど
、
同
志
社
女
学
校
専
門
科
で
幾
何
学
の
教
員
で
も
あ
っ
た
（『
同
志

社
女
学
校
期
報
』
第
一
号　
『
同
志
社
百
年
史
』
資
料
編
一　

p.�

588
・
598
・
627
・
789
）。
同
志
社
以
外
の
経
歴
は
、
下
田
一
喜
『
熊
本
県
教
育
界
と
人
物
』

p.�
191　

大
正
３
年
参
照
。

（
17
）
熊
本
の
教
育
史
（
英
学
史
）
に
重
要
な
史
料
と
推
量
さ
れ
る
。
即
ち
、
内
容
か
ら
福
島
綱
雄
ら
が
洋
学
校
廃
校
後
に
、
そ
の
蔵
書
を
借
用
し
て
、
繰

上
卒
業
に
よ
る
修
学
不
足
分
を
補
っ
た
、
い
わ
れ
て
い
る
事
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
竹
松
の
「
雑
記
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
る
事
は
竹
松
も
福
島
と

行
動
を
共
に
し
て
い
た
、
と
い
う
証
と
し
て
よ
い
。
そ
の
第
一
丁
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
を
以
下
に
示
す
（
第
二
丁
は
墨
付
な
し
で
第
三
丁
以
下
は
種
々
の
史

書
等
の
難
解
語
句
の
読
み
と
意
味
を
簡
単
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
紙
二
四
丁
、
墨
付
二
二
丁
、
表
紙
ウ
ラ
墨
付
）。

　
　

洋
書
拝
措マ

マ

数
及
ビ
名

　
　

為
覚
扣ひ

か
え
お
き座

一
人十

二

番
体
書　
　
　
　

一
本

一
星四

十
六
番

学
書　
　
　
　

一
本

一
化五

十
七
番

学
書　
　
　
　

一
本

一
歴九

番史　
　
　
　
　

一
本

一
點五

十
六
番

竄
書　
　
　
　

一
本

一
英十

一

番
和
対
訳
辞
書　

一
本

一
測十

一

番
量
三
角
術　
　

一
本

一
大三

十
二
番

算
書　
　
　
　

一
本

（オモテ）



熊
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一
窮三

十
一
番

理
書　
　
　
　

一
本

〆
九
本

右
明
治
十
年
十
二
月
拝
措
仕
候
分

一
英四

十
一
番

文
典　
　
　
　

一
本

一
第三

十
四
番

五
課
程
書　
　

一
本

一
文無

番学
書　
　
　
　

一
本

〆
三
本

右
明
治
十
一
年
新

二
月

証
書
ヲ
渡
シ
而
テ
拝
措
仕
候

分

（ウラ）

�

こ
の
「
扣
座
」
は
日
付
か
ら
、
広
取
学
校
の
実
質
的
開
設
（
明
治
10
年
10
月
頃
）
の
直
後
に
竹
松
が
個
人
的
に
借
用
し
て
学
習
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
翌
11
年
２
月
に
新9

ら
た
に
三
冊
借
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
№
37
ノ
ー
ト
の
最
後
の
書
込
み
「
明
治
十
年
丑

ノ

一
月
写
之
」
か
ら
考
え
て
、

借
用
前
は
廃
校
後
の
洋
学
校
で
書
写
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
西
南
戦
争
で
薩
軍
が
熊
本
城
下
に
攻
込
む
の
に
備
え
て
城
下
の
民
家
の
焼
払
い
（
射

界
の
清
掃
）
が
同
10
年
２
月
19
日
、
天
守
閣
の
焼
失
が
同
日
正
午
頃
〜
午
後
３
時
頃
、
と
い
っ
た
緊
迫
の
事
変
の
直
前
、
嵐
の
前
の
静
け
さ
の
中
で
の

書
写
、
と
推
量
さ
れ
る
（
廃
校
後
の
洋
学
校
校
舎
を
借
り
て　

熊
本
で
の
洋
学
教
育
を
継
続
せ
ん
と
す
る
野
々
口
為
志　

嘉
悦
氏
房　

山
田
武
甫
ら
の

計
画
が　

こ
の
戦
乱
等
で
実
現
し
な
か
っ
た
事
及
び　

広
取
学
校
に
つ
い
て
は
『
熊
本
英
学
史
』
pp.�

165
〜
185
の
花
立
三
郎
論
考
に
詳
し
い
）。

�

竹
松
の
、
西
南
戦
争
終
結
（
同
10
年
９
月
24
日
）
直
後
か
ら
戦
禍
を
か
い
く
ぐ
っ
て
学
問
を
す
べ
く
、
広
取
学
校
に
足
を
運
ん
で
の
教
科
書
の
借
用
、

と
い
っ
た
姿
も
浮
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。

�

借
用
書
籍
の
「
十
二
番
」
等
の
番
号
は
『
バ
ン
ド
研
究
』
で
の
、洋
学
校
旧
蔵
同
一
書
籍
に
記
入
さ
れ
て
い
る
番
号
と
は
異
っ
て
い
る
。
窮
理
書
の
「
三

十
一
番
」
は
『
バ
ン
ド
研
究
』
で
は
「
第
九
十
四
番
」
と
「
第
十
九
番
」
で
あ
る
。
同
一
書
籍
が
複
数
存
在
し
た
、
と
い
う
事
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

竹
松
の
借
用
し
た
番
号
の
書
籍
の
、
そ
の
後
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
借
用
書
籍
の
タ
イ
ト
ル
は
本
稿
の
、
竹
松
の
ノ
ー
ト
の
論
考
に
於
て
大
略
、
明

ら
か
に
し
て
お
い
た
が
（『
バ
ン
ド
研
究
』
杉
井
論
考
pp.�

137
〜
145
参
照
）、「
點て

ん

竄ざ
ん

書し
ょ

」
はD

avies�

のN
ew

�Elem
entary�A

lgebra�:�Em
bracing�

the�First�Principles�of�Sciences.�1872.

と
推
定
さ
れ
る
。
點
竄
はalgebra
（
代
数
）
の
事
で
あ
る
。「
英四

十
一
番

文
典
」
は
『
バ
ン
ド
研
究
』
で
の
「
リ

ン
ニ
ー
文
典　

第
四
十
六
番
」
に
相
応
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。T

he�Principles�of�English�Gram
m

ar,�com
prising�the�substance�of�all�
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the�m
ost�approved�English�Gram

m
ars�extant,�briefly�defined,�and�neatly�arranged�;�w

ith�copious�exercises�in�Parsing�and�
Syntax.�By�W

illiam
�Lennie,...

で
あ
る
。

（
18
）
英
文
上
部
の
訳
語
は
『
開
拓
使
辞
書
』
に
よ
っ
て
い
る
。
数
学
用
語
で
は
「
多
サquantity

＝
数
量
」「
徴
侯マ

マSym
bol(s)

＝
記
号
」「
助
力

coeffi
cient

＝
係
数
」
と
い
っ
た
処
で
あ
る
。

（
19
）
竹
松
は
、
訓
導
若
く
は
、
或
る
限
ら
れ
た
教
科
を
教
え
る
準
訓
導
の
、
正
式
小
学
校
教
員
免
許
状
を
持
た
な
い
、
後
の
代
用
教
員
に
当
た
る
授
業
生

と
い
っ
た
存
在
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
明
治
23
年
10
月
６
日
の
勅
令
に
よ
る
小
学
校
令
が
同
25
年
か
ら
全
面
実
施
と
な
り
、
教
員
資
格
も
段
々
と
厳

し
く
整
備
、
規
定
さ
れ
て
い
く
中
で
淘
汰
、
解
任
に
至
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
（
但　

熊
本
の
「
県
政
資
料
」
に
は　

こ
れ
を
示
す
具
体
的
文
書

は
未
見　
『
明
治

以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
三
巻　

p.�

789
以
下
参
照
）。
な
お
、
こ
の
頃
、
彼
は
熊
本
市
内
新
屋
敷
町
に
居
住
し
て
い
た
事
が
、
辞
令
の
送

付
先
か
ら
判
明
し
て
い
る
。

�

　

高
等
熊
本
小
学
校
（
熊
本
高
等
小
学
校
）
は
明
治
18
年
、
熊
本
区
千
反
畑
町
に
新
築
の
高
等
北
辰
校
が
始
ま
り
で
、
明
治
21
年
９
月
16
日
、
手
取
本

町
の
旧
、
熊
本
医
学
校
跡
地
に
増
築
移
転
し
て
い
る
。
竹
松
は
此
所
で
教
員
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（『
新
熊
本
市
史
』
通
史
編
六
pp.�

295
〜
296
）。

�

　

熊
本
区9

は
、
明一

八
七
八

治
⓫
年
７
月
22
日
布
告
の
地
方
三
新
法
の
一
つ
、
郡
区
町
村
編
成
法
に
よ
っ
て
、
同
12
年
１
月
20
日
、
熊
本
区
と
な
り
、
同
22
年
４

月
１
日
に
熊
本
市9

と
な
っ
て
い
る
。

（
20
）『
宗
教
革
命
論
』
は
明
治
22
年　

博
文
堂
（
東
京
）
発
行
。

（
21
）
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
セ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ
の
種
子
、
八
〇
ポ
ン
ド
（
三
六
㎏
）
を
パ
リ
か
ら
米
国
経
由
で
取
寄
せ
、
染
料
製
造
に
取
組
ん
だ
り
し
て
い
る

（『
ジ
ェ
ー
ン
ス
熊
本
回
想
』
pp.�

77
〜
80　

昭
和
53
年　

熊
本
日
日
新
聞
社　

旨
く
行
か
な
か
っ
た
）。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
、熊
本
の
〝
農
〟
に
関
わ
る
事
歴
、

『
生
産
初
歩
』
の
出
版
（
明
治
６
年
夏　

山
崎
為
徳
他
二
人
の
洋
学
校
生
徒
翻
訳
）
や
、
そ
れ
に
関
連
す
る
竹
崎
律
次
郎
（
茶
堂
）（
徳
富
蘇
峰
の
母
・

久
子
の
姉
・
順
子
の
夫
君　

熊
本
で
の
殖
産
先
駆
者
）
の
耕
耘
社
（
同
６
年
３
月
発
足
）
や
耕
植
試
験
場
に
つ
い
て
は
『
白
川
新
聞
』
第
五
号
（
明
治

７
年
10
月
）
の
四
〜
八
面
の
記
事
及
び
、前
掲
、『
…
熊
本
回
想
』
pp.�

169
〜
171
の
上
田
穣
一
解
説
参
照
。
小
説
で
は
あ
る
が
徳
冨
健
次
郎
（
蘆
花
）
の
『
竹

崎
順
子
』
pp.�

219
〜
222
（
大
正
12
年　

福
永
書
店
）
に
も
、
こ
の
事
や
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
勧
奨
に
よ
る
絹
織
物
の
殖
産
の
事
等
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）
横
井
（
万一

八
六
〇

延
元
〜
昭一

九
二
七

和
２
年
）
と
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
関
係
は
山
田
龍
雄
「
Ｌ
・
Ｌ
・
ゼ
ー
ン
ス
と
横
井
時
敬
博
士
」『
農
村
研
究
』
第
33
・
34
合
併

号
’72
年
参
照
。
横
井
が
基
督
教
に
傾
か
な
か
っ
た
等
々
の
事
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
東
京
農
業
大
学
を
育
て
上
げ
た
初
代
学
長
で
あ
る
。

（
23
）
折
田
（
嘉一

八
五
〇

永
３
〜
大一

九
二
〇

正
９
年
、
権
蔵
と
も
）
は
薩
摩
藩
出
身
。College�of�N

ew
�Jersey

（
一

29

明

治八
九
六
年
にPrinceton�U

niversity

と
改
称
）
を



熊
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洋
学
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級
生　

坂
上
竹
松
―
貴
重
遺
品
と
洋
学
校
教
育
―

一
八
〇

卒
業
し
て
帰
国
後
、
文
部
省
出
仕
、
明
治
13
年
に
大
阪
専
門
学
校
長
と
な
り
、
そ
の
後
旧
制
三
中
・
三
高
（
明
治
19
年
４
月
〜
27
年
９
月
は
第
三
高
等

中
学
校　

そ
の
間　

22
年
９
月
に
大
阪
よ
り
京
都
へ
移
転　

27
年
９
月
以
后
は
第
三
高
等
学
校　

昭
和
24
年
新
制
京
都
大
学
の
一
部
と
な
る　

但　

昭

和
25
年
４
月
迄
存
続
）
の
名
校
長
（
明
治
20
〜
43
年
）
と
敬
慕
さ
れ
た
教
育
者
で
、
三
高
の
自
由
の
学
風
は
彼
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

�
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
再
来
日
し
て
三
中
・
三
高
で
英
語
学
教
師
と
し
て
雇
庸
契
約
を
結
ぶ
時
の
校
長
が
折
田
で
あ
る
（
明
治
26
年
８
月
〜
同
28
年
７
月
及
び　

同
30
年
８
月
〜
32
年
７
月
の
二
度
で　

そ
の
間
の
空
白
期
間
に
は
鹿
児
島
尋
常
中
学
校
造
士
館
英
語
教
師　

前
掲
石
井
pp.�

192
〜
229　

）。
折
田
は
明
治

９
年
10
月
帰
国
迄
の
七
年
間
の
留
学
中
に
、
米
国
文
明
の
基
礎
は
基
督
教
に
あ
る
と
し
て
、
新
島
同
様
、
深
く
研
究
し
接
し
て
い
た
が
受
洗
に
は
深
い

思
い
と
慎
重
さ
が
あ
っ
て
意
外
に
遅
く
、
卒
業
一
ケ
月
前
で
帰
国
五
ケ
月
前
の
同
９
年
５
月
28
日
、
と
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
と
同
じ
長
老
派
教

会
（Presbyterian�church

）
で
の
事
で
あ
る
。
彼
は
宗
教
は
信
念
の
事
と
し
て
個
人
と
し
て
活
動
は
し
て
も
公
（
教
育
）
の
面
で
は
表
に
出
さ
ず
、

教
育
者
と
し
て
終
始
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
宗
教
家
（
準
宣
教
師
）・
新
島
と
は
大
き
く
異
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
（
板
倉
創
造
『
一
枚
の
肖
像
画
』

p.�

131　

平
成
５
年　

三
高
同
窓
会
）。
こ
の
事
に
つ
い
て
、
厳
平
（Y

an�Ping

）『
三
高
の
見
果
て
ぬ
夢
』
p.�

61
（
’08
年　

思
文
閣
出
版
）
で
は
「
官

立
学
校
の
校
長
と
い
う
社
会
的
地
位
に
由
来
す
る
抑
制
の
原
理
が
働
い
て
…
」
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
（
こ
の
書
に
は
事
実
の
誤
認
が
散
見
さ
れ
る

の
は
残
念
で
あ
る
）。

�

折
田
と
新
島
は
基
督
教
に
対
し
て
の
認
識
を
共
有
し
て
お
り
、
米
国
留
学
中
、
森
有
礼
を
介
し
て
相
識
る
仲
で
あ
り
、
米
国
で
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の

カ
レ
ッ
ジ
教
育
を
受
け
た
存
在
と
し
て
教
育
に
対
し
て
共
通
の
思
い
が
あ
っ
た
、
と
し
て
よ
い
。
新
島
は
明
治
22
年
９
月
11
日
の
、
三
中
の
京
都
移
転

開
校
式
典
に
出
席
し
て
い
る
（
前
掲　

板
倉
p.�
94
）。
同
９
月
26
日
夜
に
は
「
第
三
高
等
中
学
校
之
教
授
一
同
ヲ
招
キ
図
書
館
（
註　

書
籍
館
＝
現
・

有
終
館
）
ニ
於
而
懇
親
会
ヲ
相
開
申
候
処
皆
々
満
足
ノ
体
ニ
而
被
帰
将
来
も
親
し
く
交
通
之
途
を
相
開
申
置
候
」（『
新
島
襄
全
集
』
４
p.�

210
）
と
あ
る
。

ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
再
来
日
し
て
三
中
の
教
師
に
な
る
（
26
年
８
月
）
前
の
事
で
あ
る
。
以
上
は
折
田
校
長
（
の
三
中
）
に
対
す
る
、
新
島
の
関
係
を
示
す

例
と
し
て
記
し
て
お
く
（
前
掲　

板
倉
pp.�

95
〜
96
）。

�

折
田
と
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
折
田
先
生
と
日
本
の
基
督
者
達
」（
前
掲　

板
倉
pp.�

206
〜
218
）
参
照
。

�

新
島
の
死
（
明
治
23
年
１
月
23
日
）
の
後
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
三
中
教
師
と
し
て
京
都
に
居
る
の
で
、
彼
の
、
同
志
社
で
の
基
督
教
に
つ
い
て
の
講
演
会

が
三
回
（
同
26
年
10
月
21
日
、12
月
２
日
、12
月
９
日
）
行
わ
れ
て
い
る
。
熊
本
で
の
成
果
の
伝
説
の
人
の
講
演
と
い
う
事
で
同
志
社
の
公
会
堂
（
チ
ャ

ペ
ル
）
は
大
盛
況
だ
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
社
会
の
多
く
の
面
で
の
繁
栄
の
平
等
性
（
社
会
改
革
へ
の
現
世
的
関
心
）
の
源
泉
と
し
て
基

督
教
は
あ
る
べ
き
と
し
、
既
成
の
基
督
教
団
や
宣
教
の
あ
り
方
を
激
烈
に
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
宮
川
経
輝
は
ジ
ェ
ー
ン
ズ
を
批
判
し
、
同
志
社
内
に



熊
本
洋
学
校
三
級
生　

坂
上
竹
松
―
貴
重
遺
品
と
洋
学
校
教
育
―

一
八
一

物
議
を
か
も
し
、
第
四
回
の
講
演
（
12
月
16
日
予
定
）
は
中
止
と
な
っ
て
い
る
（
以
上　

フ
レ
ッ
ド
・
Ｇ
・
ノ
ー
ト
ヘ
ル
フ
ァ
ー
＝Fred�G.�

N
otehelfer

『
ア
メ
リ
カ
の
サ
ム
ラ
イ　

Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
大
尉
と
日
本
』飛
鳥
井
雅
道
訳　

’91
年　

法
政
大
学
出
版
局
、第
十
一
章
よ
り
）。
ジ
ェ
ー

ン
ズ
の
、
こ
の
思
念
は
彼
の
教
え
子
達
に
伝
わ
っ
て
い
る
、
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

彼
の
基
督
教
に
対
す
る
思
い
の
変
化
で
あ
る
。

（
24
）
明
治
５
年
８
月
の
「
学
制
頒
布
」
に
よ
っ
て
教
育
が
国
の
統
一
支
配
下
に
置
か
れ
、
こ
の
支
配
に
適
合
し
て
い
な
い
洋
学
校
が
、
い
ず
れ
、
廃
校
に

至
る
運
命
に
あ
る
事
は
杉
井
論
考
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
て
い
る
（『
バ
ン
ド
研
究
』
pp.�

85
〜
97
）。




